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栁澤 信一郎  

 

今年は、平成元年に原子力施設デコミッショ

ニング研究協会として設立されて 30 年、低レ

ベル廃棄物の輸送・保管・処理事業化の調査研

究を開始して 10 年の節目の年に当たります。

この間、平成 13 年原子力研究バックエンド推

進センターに改組、23 年大震災対応、25 年公

益法人化、27年コンサルティング事業追加、と

役割を広げ、技術、経験を蓄積し、組織運営体

制を整備してこられました。 

既存の収益源をもたない公益団体として、民

間研究機関等の低レベル廃棄物をもれなく、か

つ効率的に集荷～処理するための技術、設備の

準備には民間発生事業者の協力が欠かせませ

ん。特に、主要事業者から頂いた多大な人的、

資金的協力がなければ原子力バックエンド推

進センター（RANDEC）の今日はあり得ませ

んでした。 

RANDEC にとり今年は恵まれた年になりま

す。ひとつは低レベル廃棄物事業の立地の前進

です。日本原子力研究開発機構埋設事業センタ

ーは、昨年 12 月、埋設処分業務の実施計画を

変更し、「用地取得時期を第 3 期中長期計画中

最終年度（平成 33年度） に設定した場合の工

程を策定」と 3年後の用地取得をうたいました。

原発への厳しい見方も強い中で、大飯原発再稼

働に向けた NHKの地元住民アンケートでは、

再稼働賛成が 69%です。安全基準とその遵守へ

の信頼が得られれば地元は理解してくれます。 

もう一点、より重要なことは、RANDEC へ

の期待の高まりです。機構による処分場立地の

遅れは、RANDEC の受託費、会費収入にも大

きな影響がでました。このままでは事業が立ち

上がらず民間事業者の皆様に多大なご迷惑を

かけかねません。ここに至り RANDECとして

目の色を変え、必死で取り組む覚悟ができまし

た。事業者の皆様にも目先の負担を先送りして

いては立地準備が止まり、結局自分の首を絞め

るとのご理解が広がってきました。 

大変な苦労もあったが、あのとき諸課題を掘

り下げ、手を合わせて倍速で取り組んできたお

かげで誇れる事業が船出した、そういう思い出

の年になると信じています。 

（公財） 原子力バックエンド推進センター 
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第 29 回 報告と講演の会の開催 

 

総 務 部  

 

平成 30 年 1 月 26 日(金)、東京都港区赤坂

の三会堂ビル石垣記念ホールにおいて、当セ

ンターの第 29 回「報告と講演の会」を開催

しました。 

当日は、約 80名の皆様にご来場いただき、

盛況に開催することができました。 

初めに、主催者を代表して菊池三郎理事長

より、「当センターは、原子力施設デコミッシ

ョニング研究協会として平成元年に設立され

今年で 30 年目を迎える。この間、事業内容、

組織を見直し、現在は公益財団法人としてデ

コミッショニングに関する調査・研究、放射

性廃棄物の処理・処分、除染等の事業を実施

している。今後も放射性廃棄物の処理・処分

に関する事業を柱に、これらの事業に継続し

て取組んでいく、本日は我々が実施してきた

調査・研究を報告して皆様から忌憚のないご

意見を賜りたい」との挨拶を行いました。 

続いて、来賓としてご出席いただいた文部

科学省 研究開発局 原子力課 嶋崎政一企画

官からご挨拶をいただきました。嶋崎企画官

からは、核燃料サイクルを維持するという我

が国の方針のもと、文部科学省の研究開発へ

の取組として、原子力分野の人材育成や原子

力研究開発機能の維持に必要な施設等の検討

を行う原子力研究開発基盤作業部会、原子力

機構が保有する原子力施設の廃止措置等につ

いて安全を確保しつつ着実に進めていくため

に必要な制度の構築等について検討を行う原

子力施設廃止措置等作業部会、研究施設等廃

棄物の処分に向けた取組み状況などについて

紹介があり、当センターの原子力施設廃止措

置に対する貢献への期待が述べられました。 

 

文部科学省 研究開発局 原子力課 

企画官 嶋崎 政一様の挨拶 

 

次に特別講演に移り、元文部科学省事務次

官の土屋定之様から｢研究開発の目指すべき

ところ｣と題してご講演をいただきました。特

別講演では、今後の研究開発等を考えるに際

して参考にすべきものとして、国際連合の「持

続可能な開発目標（SDGs）」の紹介がありま

した。 

 

SDGs のロゴ (国際連合広報ｾﾝﾀｰ HP より) 

 

SDGs は、2015 年の「国連持続可能な開発

サミット」で採択された「我々の世界を変革

する：持続可能な開発のための 2030 アジェ

ンダ」にかかげられた目標です。SDGs は、

17 の目標と 169 のターゲットから成ります 
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が、その全ての目標が関連しており、どこか

がプラスになればどこかがマイナスになると

いう関係にあります。土屋様から、常に全体

を見るというのは英語でホリスティックとい

うが、部分の一個、一個の課題をクリアーす

るのではなくトータルとしてプラスになるこ

とを考えることが重要であって、RANDEC

のような原子力に関する事業を行う団体に限

らず、企業においても今後の事業等への取組

みについて議論する上でSDGsも参考にすれ

ば斬新で革新的なものができるのではないか

とのお話しをいただきました。 

 

 

元文部科学省事務次官 

土屋 定之様の講演 

 

なお、土屋様には、1 月 29 日、在ペルー日

本国大使の発令がなされました。 

 

休憩の後、当センターの事業報告に移り、

最初に板橋企画部長より、「平成 29 年度事業

計画の進捗状況」と題し、平成 29 年度の事

業計画の実施状況について報告しました。 

次に、泉田事業計画担当部長より、「研究施

設等廃棄物の処理事業への取り組み」と題し、

これまで実施してきた廃棄物処理事業の事業

内容、ウラン計測事業の計画、廃棄物処理事

業の最新工程等について報告しました。 

続いて、企画部梶谷調査役より、「焼却によ

らない廃棄物の減容処理」と題し、バイオ利

用廃棄物減容、密封式熱分解炉、窒素雰囲気

での熱分解処理、電気抵抗式溶融炉の利用な

どについて報告しました。 

4 つ目の報告として、澁谷専務理事より、

｢世界における廃止措置の方式と手続き｣と題

して、世界の原子力発電の動向と廃止措置、

廃止措置の選択肢、主要国の廃止措置の手続

きと全体工程、我が国における廃止措置の今

後の展望等について報告しました。 

閉会にあたり、澁谷専務理事からご来賓お

よびご来場の皆様方に謝辞を申し上げるとと

もに、今後、進展が期待される研究施設等廃

棄物処理・処分事業に対するご協力とご支援

をお願いして結びの挨拶としました。

 
第 29 回 報告と講演の会 会場 
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第 15回三者協議会及び 

第 14回研究施設等廃棄物作業部会 
 

廃棄物処理事業推進部  

 

１．第 15回三者協議会 

平成 29年 11月 24日に、「第１４回研究施

設等廃棄物連絡協議会」（三者協）が開催され

た。三者協は、日本原子力研究開発機構（原

子力機構）、日本アイソトープ協会（ＲＩ協会）

及び RANDEC の三者で構成し、原子力機構

が進める研究施設等廃棄物の埋設事業に関し

て情報共有するとともに事業への協力と要望

等を行う組織である。 

(1) 埋設事業の現状報告（原子力機構） 

 立地工程に進捗はなかったが、有害物へ

の対応については「廃掃法」で定められた

管理型処分で実施する計画。 

(2) RI廃棄物の現状（RI協会） 

 集荷済みの廃棄物の現状は、総量約 15

万本、内研究廃棄物約 12.7万本、医療廃棄

物約 2.7万本。主な核種は H-3: 56%、C-14: 

37%。焼却、仮焼、溶融処理で 1/5 に 

減容できると考えている。

(3) RI協会、RANDECからの要望 

 ・埋設施設の早期立地を重ねて要望 

 ・有害物は、六ヶ所埋設センターでは考慮

されていない。放射性廃棄物では初めてな

ので、しっかりした対応を要望。 

 

２．第１４回研究施設等廃棄物作業部会 

 平成 29 年 12 月 18 日に文部科学省「研

究施設等作業部会（第 14回）」が開催された。

本作業部会は、原子力機構の進める研究施設

等廃棄物の埋設事業計画を審議する機関であ

り、最新の状況及び計画が審議される。今回

は原子力機構から新たな事業工程が示された

（下図）。福島事故以来、工程が明確でなかっ

たが、今回は埋設施設の立地時期を平成 33

年頃、施設の運用開始を平成４１年頃として

いる。文部科学省からも「施設の立地推進は

待ったなしであり、しっかりと取り組む」と

の発言もあり、進捗することを期待したい。 

 

 

（第 14回研究施設等廃棄物作業部会の原子力機構資料より） 
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福島環境回復・復興に関わる講習会への講師派遣活動 

 

企画部・総務部  

 

平成 23年 3月 11日に発生した東北地方太平

洋沖地震に起因する東京電力福島第一原子力

発電所の事故によって生じた環境汚染に対処

するため、同年、放射性物質汚染対処特措法 1)

及び除染電離則 2)が制定され、平成 24年 1月 1

日に施行された。併せて、環境省は平成 23 年

12月までに、除染等業務に係る技術基準に相当

する除染関係ガイドライン及び廃棄物関係ガ

イドラインを、また、厚生労働省は除染等業務

に従事する労働者の放射線障害防止のための

ガイドラインを作成することにより、この未曽 

有の災害への対応に万全を期した。 

その後、除染作業と並行して展開される福島

の復旧・復興のための事業に対応するため、こ

れらの事業に従事する労働者の安全も同時に

確保するため、除染電離則には新たに「特定汚

染土壌等取り扱い業務」と「特定線量下業務」

が追加され、平成 24年 7月 1日に施行された。 

当センターでは、平成 23 年度より、環境省

の委託を受けた日本環境衛生センターに協力

し、「除染等業務講習会」に講習講師の派遣を

行い、除染等業務への従事を希望する事業者の

方々に対して、除染電離則や同ガイドライン等

の解説を行ってきた。福島の環境回復を合言葉

に、講習会は平成 24 年度も継続され、東京を

中心に、福島を含め北は札幌から南は博多まで、

日本全国の 6 都市で計 19 回開催され、のべ約 

6,000名にのぼる方々が受講された。 

平成 24 年度からは、福島県の「除染業務講

習会」への協力に新たに取り組んだ。福島県は

実務者に対する除染基礎講習を行ってきたが、

国及び県内自治体による面的除染の本格化を

踏まえて、県内事業者の現場監督者クラスの知

見をより高くして除染業務が確実に実施され

ることを目標に、新たに「現場監督者コース」

を、同時に、各自治体が除染業務を遂行するに

あたって、除染作業計画の立案から発注、除染

業務管理、仮置場管理など自治体側での監理能

力の向上を目指して、「業務監理者コース」を

新設した。当センターは、これに伴う講師派遣

協力の依頼を受けて、福島県が作成した除染技

術指針や除染手引き、環境省の除染処理業務放

射線管理要領などを参考にして、除染業務・除

去土壌等の保管業務及びこれらの業務を遂行

する上で欠かすことができない放射線管理に

ついて、講義資料を作成するとともに講師派遣 

を行ってきた。 

講習会は福島県内の各市（福島市、郡山市、

白河市、南相馬市、いわき市、会津若松市）に

おいて開催され、現場監督者コースが平成 24

年度からの 5年間でのべ約 4,200名、業務監理

者コースは平成 24～25 年度と平成 28 年～29

年度の 2期で、のべ約 2,200名が受講した。両

コースは平成 29年度で終了することになるが、

環境省の「除染等業務講習会」も含め、これま

での当センターの活動が、福島県内における除

染技術や放射線管理技術に関する人材基盤の

整備や効率的な除染の実施による環境回復進 

展の一助になったとすれば幸いである。 

一方、事故に由来する放射性物質によって汚

染された廃棄物等の処分に係る業務に対して

は、除染作業の進捗に伴いこれらの作業が本格

化されるのを受けて、電離放射線障害防止規則

（電離則、昭和 47 年制定）が改正され、平成

25年 7月 1日に施行された（処分電離則）。併

せて、事故由来廃棄物等処分業務特別教育テキ 
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ストも策定されている。 

これに関しては、平成 23 年度より（公財）

日本産業廃棄物処理振興センターが、放射性物

質汚染対処特措法に基づく特定一般廃棄物ま

たは特定産業廃棄物の処理を行う産業廃棄物

処理業者などを対象とした「放射性物質汚染廃

棄物の処理に関する講習会」を開催し、処分電

離則と廃棄物関係ガイドラインを中心に講習

を行ってきた。当センターはこの講習会につい

ても、テキスト作成や講師派遣で当初より協力

してきた。平成 23年度から平成 29年度までに

福島県の主要市町村において年 2～3回、計 16

回の開催で、のべ約 1,000名の受講者を数えて 

いる。 

この講習は、平成 30 年度も継続の予定であ

り、関心のある方のために、以下に電離則の改

正の概要及び講習の概要を簡単に述べる。 

【電離則の改正（処分電離則）の概要】 

廃棄物等の処分の事業を行う事業者に下記

の①～⑤の事項の実施が義務付けられた。 

①事故由来廃棄物等の処分を行う設備が満

たすべき要件 

②汚染の拡大防止の措置 

③作業の管理等 

④特別の教育 

⑤除染特別地域等に処分施設を設置する場

合の特例 

【講習の概要】 

① 放射線・放射性物質に関する基礎知識：

原発事故による環境汚染や放射性物質汚

染対処特措法制定の背景について 

② 処分電離則に基づく安全衛生管理（放射

線管理）： 

労働安全衛生法体系や処分電離則の規定、

それに基づく放射線管理 

③ 除染電離則に基づく安全衛生管理（放射

線管理）： 

除染電離則の概要とそれに基づく放射線

管理 

④ 放射性物質汚染対処特措法に基づく廃棄

物処理等の概要： 

特措法の概要や特定廃棄物、特定一般廃棄

物、特定産業廃棄物の処分及びそれらの処

理施設の要件など 

 

 以上、当センターのこれまで 7年間にわたる

福島環境回復・復興に向けた講習会への講師派

遣活動について概観したが、福島における復

旧・復興活動はこれからも規模を大きくして継

続する。当センターとしても微力ながらも、こ

れらの活動の支援に取り組んで行く所存であ 

る。 

 

 

 

1) 平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により放

出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法 

2) 東日本大震災により生じた放射性物質により汚染された土壌等を除染するための業務等に係る

電離放射線障害防止規則 
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外部機関の活動状況の紹介 

１．RI廃棄物の現状と課題について 

 

        公益社団法人日本アイソトープ協会 

環境整備部  林 健一  

 

1．団体概要 

公益社団法人日本アイソトープ協会（以下、

RI協会という）は、アイソトープに関する知

識と利用技術の普及・啓発等を目的として、

各種アイソトープの安定供給から廃棄物処理

まで、一貫した体制を通して、利用者の皆様

の手助けとなるよう活動を行っております。

RI協会の環境整備部では、アイソトープの利

用に伴って発生した廃棄物について、日本全

国を対象として地区毎に年一回以上の集荷を

行っております。 

 

2．RI 廃棄物の集荷について 

 RI協会では 1960年から RI廃棄物の集荷

を実施してまいりました。アイソトープの利

用普及に伴い、RI廃棄物の集荷量も増加して

まいりましたが、RI以外の代替技術の普及や

アイソトープ利用施設の統廃合に伴って

1990年ごろを境に集荷量は減少し続けてお

ります（図 1）。 

RI廃棄物はアイソトープを使用される事

業所の規制法によって区分されております。

大学や研究機関等から放射線障害防止法によ

って規制される事業所から発生する廃棄物は、

研究RI廃棄物、病院等医療機関など医療法、

薬機法、臨床検査技師法に規制される廃棄物

は、医療 RI廃棄物と二つの種類に大別され

ます。なお、RI協会は原子炉等規制法によっ

て規制される廃棄物の集荷を行っておりませ

ん。大学・民間研究機関から発生する原子炉

等規制法によって規制される廃棄物について

は、将来的に事業として RANDECが集荷し、

最終的に日本原子力研究開発機構に埋設処分

を委託することが期待されております。 

 

 

図 1 RI廃棄物集荷本数の推移 

 

3．放射化物の集荷について 

 平成 24 年に施行された改正放射線障害防

止法において、放射線発生装置の利用に伴っ

て発生する放射化物が法規制に取り込まれる

ことになりました。これにより、がんなどを

治療する直線加速器のターゲット等の部品や

がんの診断等に使用される PET 診断薬の製

造に使用されるサイクロトロンから発生する

放射化物の集荷が行われるようになりました。 

とりわけ、PET 製剤用のサイクロトロンは日本全

国に約 150 台設置されております（写真 1）。 
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写真 1 PET製剤用サイクロトロン 

 

それらは、運転終了後には解体・廃止措置

が行われることとなり、コンクリートを除い

た放射化金属だけでも、今後 10数年で約 100

基程度（約 2,000 t）の発生が見込まれていま

す（写真 2、3）。 

 

 

写真 2 サイクロトロンの解体 

 

 

写真 3 放射化物の収納事例 

これまでのサイクロトロン施設の廃止措置

事例を振り返ってみると、施設建設時に解体

を考慮してサイクロトロンを設置している事

例は無く、解体・搬出に多大な労力と費用が

必要となりました。少しでも解体時の廃棄物

を減量するために、中性子発生源のしゃへい

や運転時の中性子線の量を管理などの検討が

必要であると考えます。 

さらに、国内にはより大型で高エネルギー

の放射線発生装置が設置されております。い

ずれ将来的には、廃止されることが考えられ、

これら大型の放射線発生装置の解体に伴って

発生する放射化物については、RI協会の廃棄

物管理能力を超えることが懸念され、何らか

の対策が必要であると考えます。 

 

4．放射線障害防止法の改正について 

 昨年 4月に改正放射線障害防止法が公布さ

れました。特に、廃棄物に関しては放射線障

害防止法によって規制される廃棄物を原子炉

等規制法の廃棄物として取り扱うことが出来

る「みなし廃棄物」の規定が整備されました。

これにより、日本原子力研究開発機構が実施

主体として行う埋設事業について、放射線障

害防止法と原子炉等規制法の両方の規制制度

が必要であったところが、原子炉等規制法の

みの規制となり処分事業の合理化が図られる

こととなりました。 

また、この規定の整備により、これまで原

子炉等規制法と放射線障害防止法の二重に規

制された施設から発生するいわゆる「二重規

制廃棄物」についても、原子炉等規制法の廃

棄物として処理・処分する道が開けました。

この二重規制廃棄物のうち、大学・民間研究

機関等から発生する廃棄物については、

RANDECの事業対象になることから、規制

の合理化として、その意義は大変大きいもの

思います。 
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5．処分に向けた課題について 

RI協会が集荷した廃棄物は、処理・廃棄体

化の後、日本原子力研究開発機構に埋設処分

をお願いすることになります。RI廃棄物には、

これまで埋設処分が実施された原子力施設の

廃棄物と異なり、アイソトープの利用に伴っ

て発生する汚染物には、実験器具やバイアル

等のガラス製品が多く含まれております。ま

た、紙やプラスチック等の可燃性固体廃棄物

が多く含まれ、減溶・安定化のために焼却等

の加熱処理の後に、その残渣を 1500℃前後で

溶融し、水砕スラグとして廃棄体化すること

を目指しております（写真 4、5）。 

 

 

写真 4 焼却残渣溶融試験（模擬廃棄物） 

 

  

写真 5 溶融水砕スラグ（模擬廃棄物） 

 

 

溶融スラグの利点としては、安定化され、

廃棄物中に含まれる有害物質等の環境影響物

質について、溶出を抑制する効果があります。

日本原子力研究開発機構が検討している埋設

処分施設では、トレンチ処分について、これ

まで実績のあったトレンチ処分（安定型）に

加えて、一般・産業廃棄物における管理型処

分場の概念に近い遮水シートを使用した「付

加機能型トレンチ処分」も採用されておりま

す。RI廃棄物から作製する大部分の廃棄体は

トレンチ処分相当の放射能濃度であるため、

この付加機能型トレンチ処分を行う施設に適

合するように、溶融スラグを収納した廃棄体

の技術基準の整備を行う必要があります。 

また、サイクロトロンなどの大型の放射化

金属などにつきましても、容器に収納せずに

有姿の梱包による埋設形態が合理的であると

考えられます。今後の課題として、これら放

射化金属を廃棄体として埋設するための技術

基準も整備が望まれています。 

 

6．おわりに 

RI 廃棄物の処分については、「みなし廃棄

物」の規定の整備により、合理的に原子炉等

規制法の廃棄物として最終処分する道筋が明

確になりました。今後は医療 RI 廃棄物の規

制合理化が進めばと期待しております。また、

処分に向けて埋設処分施設の立地が進むこと

を期待するとともに、立地場所の技術条件を

踏まえた廃棄体技術基準を策定し、それを満

足する廃棄体の作製することが、今後の課題

と考えます。そのために関係各機関との連携

を密にして埋設処分に取り組んで生きたいと

考えます。 
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２．太平電業株式会社の解体・廃止措置に関する取組みについて 

太平電業株式会社 技術本部 計画部  

解体・廃止措置プロジェクト課 

五嶋 智久  

 

1. 会社概要 

当社は、昭和 22 年に創立して、昨年、創

立 70 周年を迎え、国内外の多くの火力発電

所や原子力発電所を中心とした、建設工事、

補修工事、解体までのプラントライフサイク

ルをトータルサポートする企業として、お客

様から多くの信頼と技術力への評価を頂いて

おります。これからも常にスピード感を持ち、

電力業界をはじめとするさまざまな産業に貢

献していきます。 

 

 

 

 

 

 

本稿では、当社における解体・廃止措置へ

の取組みについて紹介させて頂きます。 

 

2. 解体工法 

当社は、工法を成立させるために必要とな

る設備や機工具を自社で開発する技術力を有

しております。数ある自社開発品のうち、太

平ジャッキシステムは、世界最大容量・最高

速度・最高精度であり、重量物の吊上げ、吊

下げ及び横引き作業に貢献しています。 

 

3. 火力解体に関する取組み 

太平ジャッキシステム使用例を以下に示し

ます。 

(1) ボイラ・大梁一体化ジャッキダウン解体

工法 

地上面で安全にボイラ本体を解体する工法

です。具体的手順は、下記のとおりです。 

①  天井部に設置した仮設梁にジャッキを

据付け、ストランドとボイラ本体を吊下

げている天井大梁を接続し、この大梁を

切断することによって、ボイラはジャッ

キにより吊下げられた状態になります。 

②  ジャッキ制御室で全てのジャッキの操

作を行い、水平を保ったままボイラ本体

を安全に吊下します。 

③  ボイラ本体が地面に接地すると、ボイラ

を切断し重機で引出します。 

②③の繰り返しで解体して行きます（写真 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1  ジャッキダウン（中部電力株式会社

尾鷲三田火力発電所 2 号機） 

 

 

ジャッキ 

天井鉄骨 

ボイラ本体 
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(2) 鉄塔・筒身一括ジャッキダウン解体工法 

高さ 200 m 級、総重量約 3,300 t の集合煙

突をジャッキダウンにより撤去する工法です。

この工法は、4 本の煙突と鉄塔上部を一括ジ

ャッキダウンし、筒心は地上で、鉄塔上部は

中段に設けた仮設ステージ上にて同時解体を

行う、太平独自の画期的な工法です。本工法

では、筒心・鉄塔を同時解体でき、超高所で

の解体作業が無いため風による影響を受けに

くく安全かつ確実に解体できます。騒音・粉

塵の発生も少なく非常に安心して解体できる

工法です（写真 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2  煙突ジャッキダウン工法 

（某火力発電所） 

 

4. 廃止措置に関する取組み 

当社の廃止措置工事の実績は、旧原研の

JPDR（動力研究炉、1996 年 3 月更地化）ま

で遡り、その後、東海発電所や JRR-2 の廃止

措置工事に参入し、現在は、東海発電所を始

め、浜岡原子力発電所の廃止措置工事や、福

島第一原子力発電所の安定化に向けた工事を

行っております。 

(1) 廃止措置工事に太平ジャッキシステムを

使用した事例 

廃止措置工事は、建屋内かつ管理区域内作

業となるため、大型クレーンが使用出来ない

状況にあります。そこで、当社では重量物で

ある解体対象機器を吊下げる際に、太平ジャ

ッキシステムを使用した事例が数多くありま

す。その事例は、下記の通りです。 

・台湾核能研究所 研究原子炉撤去・移送 

工事（図 1） 

・東海発電所 燃料取替機トランスポーター

撤去工事（写真 3、4） 

・東海発電所 No.1、2 熱交換器周辺機器撤

去工事 

①ガスサーキュレーター（写真 5） 

②コールドガスダクト（写真 6） 

・東海発電所 1 号熱交換器撤去工事（写真 7）  

 

廃止措置工事に太平ジャッキシステムを適

用するメリットは、下記の通りです。 

・建屋内で既設の揚重設備では不可能な重

量物の吊下しや移動を可能とします。 

・解体エリアを限定できるため汚染管理区

域を最小限にとどめ、汚染拡散防止や識

別区分の混在防止を図ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  台湾研究原子炉 移送概要図 
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(2) 復水器内滞留水移送ロボット 

東京電力福島第一原子力発電所の 2号機と

3号機の復水器に残っていた汚染水を移送す

るロボットを当社が開発するなど、福島の廃

炉にも貢献しております。 

(3) その他の取組み 

当社では定期的に原子力サイトから現場の

課題を吸い上げ、技術開発・工法開発に繋げ

ています。その中でも現在、福井県内の大学

と共同研究を行っており、廃止措置に適用可

能な技術開発に精力的に取り組んでおります。 

 

5. まとめ 

今後、長期に亘る原子力施設の廃止措置に

ついて、原子力発電所の建設・補修に携わっ

てきた経験、独自の技術・工法及び開発品を

活かし、お客様のニーズに応えていきます。 

写真 4  燃料取替機トランスポーター

ジャッキダウン後（東海発電所） 

写真 5  ガスサーキュレーター  

   ジャッキダウン（東海発電所） 

写真 7  熱交換器本体 

    ジャッキダウン（東海発電所） 

写真 6  熱交換器コールドガスダクト 

ジャッキダウン（東海発電所） 

写真 3  燃料取替機トランスポーター 

ジャッキダウン前（東海発電所） 
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海外技術情報 

１．ドイツにおける核燃料施設デコミッショニングの経験 

 

                        廃棄物処理事業推進部 泉田 龍男  

 

 ドイツでは多くの核燃料サイクル施設がデコミッショニングされ、法的管理から解放された。

核燃料の製造施設（加工、組み立て等）は既にデコミッショニングが終了しており、使用済核

燃料再処理施設の解体作業が現在進行中である。本報告ではこれらの活動の概要を紹介する。 

 

1. はじめに 

 ドイツでは、いくつかの核燃料サイクル施

設がデコミッショニングされ、法的管理から

解放されてきた。ある施設は地下水の環境回

復後に解放となった。本論文 1)では、ドイツ

における主要なデコミッショニングの概要を

報告する。ここでは、これらの施設の特殊な

側面と、そこで得られたいくつかの移転可能

な知識に焦点を合わせて報告する。 

 

2. 燃料製造施設のデコミッショニング 

 ドイツでは、軽水炉と高温研究炉のための

燃料製造施設がいくつか建設された。その中

でも商業用の大規模な施設がフランクフルト

近郊のハナウに建設された。それは図 1に示

すように、デグサ（DEGUSSA）社の工場敷

地内に立地された。 

 

 

図 1 ハナウ地区での燃料製造施設の配置 

ハナウでは、シーメンス社の燃料組み立て

プラント(MOX)が、軽水炉と高速増殖炉のた

めのウランとプルトニウムの混合酸化物の燃

料製造のために運転されていた。そこでは二

つの建屋に 11 のケーソン（大きな箱）とそ

の内部に設置した235のグローブボックスが

燃料製造に使われた。1968年から 1991年の

運転期間中にプラントの除染が試験的に実施

されたが、施設内の汚染事件により運転停止

を余儀なくされた。それからしばらくして、

負荷の少ない試験的なデコミッショニングが

非重要施設を対象に始まった。 

使用済みの標準的なグローブボックスは、

より大きなグローブボックス内で非熱的工具

により解体された。その際には汚染の拡大を

防ぐために、グローブボックスを 2重の塩化

ビニルシートのテントで覆う必要があった。

その後、工場建屋と煙突が解体され、その他

の建屋は無制限の使用が可能なように洗浄さ

れた。 

 シーメンス社のウラン燃料プラントは、酸

化ウランから造られる軽水炉燃料を製造する

ために建設された。工場施設は 1969 年から

1995年まで運転され、5百万本の燃料棒が作

られた。主要機器以外を対象としたデコミッ

ショニングと除染から開始され、建屋はクリ

アランスレベルまで除染された後に解体され
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た。施設は 10 mSv/y 以下になるように環境

回復を行った。例えば、建屋の基礎土壌は除

去され、その他のエリアも必要に応じて除去

された。それは 0.5 mから 3 mの深さで実施

されたが、場所によっては 9 mも除去された

地域があった。2006年に敷地と残存する建屋

が無制限使用可能なレベルまで除染されたが、

地下水の環境回復がまだ残されている（化学

特性や有毒物特性）。 

 NUKEM A は、HTRの燃料と同様のウラ

ン/トリウム炉心を使う材料試験炉のための

燃料製造工場であり、1960年から 1988年ま

で運転された。建屋は解体のために必要なク

リアランスレベルまで除染された。施設は 10

μSv/y 以下になるように必要に応じて環境

回復されたが、その面積は 33,000m2 に及ん

だ。例えば、埋め立てのための土壌と放射性

廃棄物の土壌を区分するための土壌分離線が

作られた。2006年に敷地のほとんどと、残存

する建屋が無制限使用可能なレベルまで除染 

された。地下水の環境回復プログラムが、ウ

ラン汚染のために2002年から2015年まで必

要であった。最初は、地下水中に約 300μg/l

のウラン、ハロゲン化炭水化物及びヒ素が含

まれていた。濾過後の地下水が工業用汚水処

理プラントで処理され、最終的にウランは 20

μg/l 以下になり 10μSv/y 以下を維持できる

ようになった。 

 

3. 再処理施設のデコミッショニング 

 ドイツの使用済み燃料の再処理は、カール

スルーエの研究施設（KFK 現在は KIT）に

おいて試験研究規模で開始された（図 2）。 

 

 

図 2 カールスルーエ（KFK）の各研究施設の配置 

 

MILLIは再処理の研究施設である。この施

設は、液体放射性廃棄物の減容を目的に、

PUREX 法を高度化するために作られた。

MILLI は 1970 年から 1985 年まで運転し、

さらに再構成後に1988年から1989年の間運

転された。除染が難しい解体物を対象にいく

13



つかの技術が開発されたが、その一つに切断

された配管内部の密閉汚染に対するポリウレ

タン泡を使用する除染法がある。切断配管に

対しては、可燃性もしくは爆発性のある化学

物質や溶剤が残存している可能性があるので、

警戒と賢明な選択が必要とされる。MILLI

に設置されたホットセルは、職業被ばく限度

の 25μSv/h 以下になるように除染された。

2001 年以来 6 か月ごとの被ばくモニターの

実施が義務付けられており、マスクのような

防護具のみでセル内の作業が可能になってい

る。 

PUTEは、ドイツの再処理開発の計画に基

づいて MILLI で開発されたプルトニウム抽

出プロセスの試験研究施設である。純粋なプ

ルトニウムとウラン溶液のみが使用され、

1980 年から 1991 年に運転された。その後、

デコミッショニングの開始前に安全に関わる

改善改良が行われ、汚染機器の除染と解体に

より職業被ばく限度 25μSv/h 以下が達成さ

れた。デコミッショニングは、作業現場ごと

に仮設のテント内で実施され、テントは多層

のプラスチックシート製で内部は高耐久性の

多層床となっている。デコミッショニングに

は機械的な解体機器が使われたが、これは全

てのパーツが 1 m×1 m以下で、重量が 100 

kg 以下という空間的な制約のためである。

1996 年のデコミッショニング活動終了時点

で、建屋内の残存汚染が約 0.5 Bq/cm2となっ

た。 

WAK は、使用済み燃料再処理の試験プラ

ントである。1971年から 1990年に運転され、

様々な軽水炉や重水研究炉からの燃料再処理

を行った。現在、デコミッショニングが進行

中であり、3 つの大きな作業が並列で進行し

ている。1つ目は安全の維持、2つ目は現実 

的なデコミッショニング作業、3 つ目は高レベ

ル廃液のガラス固化である。そのためにガラ

ス固化施設（VEK）が建設された。ガラス固

化は 2009年 9月から 2010年 11月にかけて

実施され、65トンの固化体が作られた。これ

らは収納容器に入れられ、Rubenow の乾式

貯蔵施設で保管されている。 

再処理施設の本体部分のデコミッショニン

グが現在進められている。再処理建屋のデコ

ミッショニング及び除染には高度な技術が使

用されている。約 16,500m2 の汚染された壁

と天井が除染された。約 1,200の配管が付い

たコンクリートブロック（図 3）が撤去され、

排気システムが順次取り壊されている。 

 

 

 

ガラス固化施設の一部である MAW（中レ

ベル廃棄物）の貯蔵タンクは、図 4に示すよ

うに遠隔操作で解体された。HAW（高レベル

廃棄物）の貯蔵タンクとその建屋に対しては、

同様の遠隔操作による解体方法が検討準備中

である。いくつかのタンク中には、固体廃棄

物がまだ残存している（約 100 kg）。その廃

棄物は遠隔操作で除去される予定であり、タ

ンクの解体も同様である。高レベル廃棄物の

ための実験室がある貯蔵及び蒸発施設も上記

と同様に遠隔解体される予定である。まず、

実験室が解体され、次に蒸発機器が設置され

たホットセルが遠隔解体される予定である。 

 

図 3 配管付の解体コンクリートブロック 
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図 4 遠隔マニピュレータ（左図）と貯蔵タンク解体の状況（右図） 

 

さらに、ガラス固化施設の解体計画も進め

られている。いくつかの機器は、既にそれぞ

れの部屋内部で解体されたが、そこでは、遠

隔機器の据え付け、エアーロック及び廃棄物

の管理が可能なスペースが存在するために実

施することができた。 

 

4. 結論 

 ドイツの核燃料サイクル施設のデコミッシ

ョニングは確実に進行しており、最終的にグ

リーンフィールドが出現する。燃料製造施設

のデコミッショニングはほぼ終了しているが、

地下水の環境回復が必要であり、化学汚染の

除去が進行中である。 

 燃料再処理施設については、MILLI と

PUTE のデコミッショニングは終了したが、

WAKと VEKは進行中である。 

 

5. おわりに 

 ドイツは脱原子力を政治的に決定し、発電

所のデコミッショニングも活発に行われてい

る。本論文では、発電所以外の燃料製造施設

及び燃料再処理施設のデコミッショニングの

概要が紹介されている。これについても前者

はほぼ終了し、再処理施設は実施中であるこ

とが報告されている。我が国ではこれから再

処理施設等のデコミッショニングが開始され

る予定であり、より詳細な事例が報告されれ

ば極めて重要な参考事例になるものと考えら

れる。 

 

 

参考文献 

1) Gerd Bruhn and Boris Brendebach, “Experience in Decommissioning of Nuclear Fuel 

Cycle Facilities in Germany,” Waste Management 2017 Conference, March 5-9, 2017, 

Phoenix, Arizona, USA. 
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２．原子力プラントにおける可搬型高圧縮機について 

 

 

原子力施設の操業及び廃止措置で発生する廃棄物の処理の主要な項目として、高圧圧縮装置（プ

レス）を用いた減容法が大小の施設で広く利用されている。WH社の可搬型高圧縮装置は、機器

設備や廃棄物の減容処理に実績と信頼性があり、事業所サイト空間を最適に利用し柔軟かつ独立

した処理作業を顧客に可能にさせる。以下にその性能実績等を文献 1)から紹介する。 

 

1. WH 社の可搬型高圧縮装置（以下、MSCS）

の全体像 

MSCS（Mobile Supercompaction System）

は4本の支柱を持ち、その最大圧縮力は2,000

トンである。1台のトレーラーに換気システ

ム、油圧設備及び発電設備を統合して搭載し

ている、欧州道路交通規則にも適合し、許容

車高4 mを超えないように本装置は高さ調整

が可能となっている。装置の中心は、垂直作

動油圧シリンダーの 2,000トンプレスユニッ

ト、油圧ユニット及びドラム缶自動装荷とペ

レット取出装置ユニットから構成される。さ

らに、HEPAフィルター装備のオフガスシス

テム、計測・制御システムを含むドラム缶及

びペレットの取扱/運搬システムである。これ

らがセミトレーラに装荷されている。 

図 1 にMSCS とその主な技術仕様を、図 2

にシステム全体概念図を示す。処理は、①ド

ラム缶を搬入し、ローラコンべアで装荷デバ

イス②に運んだ後、高圧縮機③に装荷する。

プレス後はペレット脱着器⑤にて高さ測定、

コンベア⑥で重量測定する。コンベア⑦から

ペレット（ドラム缶等の圧縮された廃棄物）

が送られテーブル⑧で選別・分類する。さら

に、回転式のペレット掴み機構⑨により廃棄

物はオーバーパックに収納される。最終的に

搬送ローラコンベア⑩を経て車外搬出する。

2. 圧縮ユニットの概要 

 図 3に示すように圧縮ユニットはセミトレ

ーラの荷台の前部に位置し、高圧縮機、HEPA

装備を有するオフガス系、排気ドレーン系を

含み、環境への影響、特に走行中の影響防止

のためMSCS に保護カバーを被せる。図 3

に圧縮ユニットとその技術仕様を示す。 

 

3. 油圧ユニットの概要 

 油圧ユニットはセミトレーラの後部に位置

し圧縮ユニットと同様な保護カバーが付いて

いる。油圧室と制御室を有し、隔壁で分離す

る。油圧ユニットは、基礎枠、油圧パワーユ

ニット、制御盤中央制御ユニットのある主開

閉盤から構成される。このユニットのセミト

レーラへの取り付けは、通常コンテナに使用

される標準 ISO取付器具で行う。 

 

4. まとめ 

可搬型廃棄物の処理設備は我が国でも

種々検討されてきたが実用化されていない。

市場性、経済性、安全性は十分あると思われる。

クリアランスのケースと同様に先行すること

に不安が漂う感がある。国立の研究機関が先行

例を作り、国の責任で民間や中小原子力・放射

線取扱事業者のニーズに応えることが必要で

はないだろうか。 

参考文献 

1) A,Kastrer and Jens Horiemann, “Mobile supercompactor in the operation and dismantling 

of nuclear Plant,”  Kontec 2017, March 22-24  Dresden.

東海事務所 榎戸 裕二  
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                  図 1  可搬高圧縮装置及び主な技術仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  圧縮機モジュール及び主な技術仕様 

全長：11.3 m 

幅  ：2.5 m 

車高：4 m(走行時) 

総重量：52 トン 

操業時車高： 4.3 m 

走行時高さ：3. 5 m 

幅×長さ  ：1.60m×1.60m 

ドラム缶高さ（最大）：0.90m 

重 量    ：37 トン 

油圧ユニット 圧縮ユニット 

図 2  可搬高圧縮装置の設備構成 
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３．クリアランスされた廃棄物の集積場処分の可能性 

- 鋳造物を例に - 
 

廃棄物処理事業推進部 秋山 武康  

 

ドイツの原子力発電所等の金属廃棄物の処分について、sat.Kerntechnik 社は、適切な産廃集

積場注)と協力して、クリアランス可能な物質のために放射線防護令第 29 条に基づき 3 つの処分

ルートでの処分の可能性を提示している。本報告ではその概要を紹介する 1)。 

 

1. はじめに 

原子力発電所では PWR 型又は BWR 型等

の炉型によって、解体時に 40 万〜60 万トン

の廃棄物と残材が発生する。その内、約 15

万〜20 万トンは管理区域から発生するがそ

の約 92〜97％はクリアランス可能である。こ

れらは、種々の処分経路に導かれる。 

sat.Kerntechnik 社（原子力エンジニアリン

グ社）は、選ばれた廃棄物の集積場と協力し

てクリアランス物質用の放射線防護令第 29

条に基づき 3 つの処分ルートを提供している。 

・無拘束クリアランス（従来の廃棄処分） 

・処分のためのクリアランス 

（集積場又は廃棄物焼却設備） 

・10μSv 原則による個別ケース判断 

 

2. 処分場との協力 

WEV 社（ Westsächsische-Entsorgungs 

und Verwertungsgesellschaft mbH（西ザク

セン廃棄物処理・リサイクル会社））との独占

的処分協力により、同社は最高の技術基準を

満たした現代的かつ機能的な中央集積場

Cröbern（ZDC）を提供している。Sat 社は

廃棄物の処分のためのノウハウと専門知識を

もって、原子力産業界からクリアランス可能

な廃棄物の負荷のある長期的な処分の解決の

専門家として処分方策を提供する。 材料の専

門的な処分は、材料のサンプリング・分析か

ら始まり、当局とのコミュニケーション及び

集積場の設置をへて、最終的な全体文書作成

までを通じた統合プロセスとして行われる。 

この強みは鋳造物の処分例から明らかであ

り、 完全処分ルートは WEV 社と協力して実

施された。 

 

3. 鋳造物 

鋳造物は、研究施設又は原子力発電所など

からの金属廃棄物処理後のスクラップとして

の最終容器である。 

汚染された金属廃棄物は溶融し、原子力産

業界で材料としてリサイクルすることも、原

子力産業以外での副原料として使用すること

もできる。 

しかし後者については、放射線防護令第 29

条に従う無拘束クリアランスへの適合が必要

である。鋳造物の放射線状態のためにリサイ

クルできない場合、処分のために限定された

クリアランスが可能であり、その方法が考慮

される。溶融プロセスでは汚染の大部分がス

ラグ側に移行するので、処分に適用可能な限

界値以下にすることができる。 

より良好な取り扱いのために、溶融物を円

筒形状に注ぎ、掴み部を設け、最終的に鋳造

物が約 1 トンの平均重量で形成されるように

する（図 1）。 
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図 1  鋳造物 

 

4. 処分プロセスの手順 

実際に行われた処分プロセスの手順と個々

の点を以下に説明する。 

(1) 廃棄物の法定文書作成 

鋳造品の搬入に先立って、廃棄物及び放射

線に関する文書を集積場に送る必要がある。 

廃棄物分析では廃棄物の物質組成を扱う。所

定の限界値を超えたときに無害又は有害廃棄

物として処理することができるかどうか、又

は、廃棄物の集積するクラス（０、Ⅰ、Ⅱ、

Ⅲ）を決定する。さらに、放射性廃棄物と判

断した場合には放射線防護令による積算式を

考慮しなければならない。 

さらに、廃棄物を評価するためには、材料

の基本的な特性評価、0～1 トン宣言及び事前

宣言が完了しなければならない。 

(2) 受入宣言 

前述の分析と文書に基づいて、廃棄すべき廃

棄物は集積場によって評価され、集積クラスに

整理される。 鋳造物を処分するとき、許容可能

と宣言され、集積クラス I に割り振られた。 

前に作成された文書を検討した後、集積場は

鋳造物の処分の受諾を宣言することができ、鋳

造物の集積に当たっては原子力法規制から解除

するための条件となる。 

(3) 処分場及び当局とのコミュニケーション 

上記(1)及び(2)と並行して、当局とのコミュニケ

ーションが行わなければならない。 廃棄物発生

者、仲立人、廃棄物処理業者は緊密に協力し合っ

ている。 処分を成功させるには、次の公式文書

を入手する必要がある。 

•放射線防護令第 29 条に基づく放射線防護当

局を通した廃棄物発生者のクリアランス 

•廃棄物規制当局による廃棄物発生者と処分

業者の承認 

•廃棄物発生者と処分業者のそれぞれの連邦

州の管轄当局間の合意 

(4) 鋳造物の梱包 

全ての公式文書を入手し、処分が全面的に

承認されると、鋳造物は輸送の準備ができる

ことになる。 材料の包装は、当局に妥当とさ

れた。 鋳造物の梱包は過去には必要ではなか

ったが、当局が個別に鋳造物を袋で梱包する

ことを提案した（図 2）。 

次に鋳造物をバケットに入れ、これをトラ

ックに積んだ。 

 

 

 

図 2  袋に詰められた鋳造物 
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(5) 輸送 

鋳造物の輸送はダンプトラックで行われた。 

この目的のために、鋳造物は、廃棄物発生者

によってトラックの空洞内に装填され、必要

な輸送文書を付けて集積場に輸送された。 

集積場に到着し、指定された処分場で計量

した。そこでは、鋳造物は放射線防護技術に

よって測定され、傾けて下ろされた（図 3、

図 4）。 

 

 

図 3 集積場での鋳造物の投棄 

 

図 4 鋳造物の埋立て 

 

(6) 文書化 

最後に、廃棄物処分の文書が完全でない場

合は、文書は廃棄物発生者に突き返される。 

プロセス全体では、廃棄物発生者、仲立人、

運送業者、廃棄物処分業者、専門家、研究所、

公的機関の間で、しばしば数ヶ月間、場合に

よっては 1 年以上の間、継続的かつ緊密な調

整が必要である。 この関係では、それぞれの

所定の文書が個々の関係者のところで作成さ

れる。会計などの継続的な書類も対象となる。 

 

注）原論文では、Cröbern は Deponie とされ

ており、本報告では「集積場」と訳す。クリ

アランスされた物質の産廃処分場であり集積

して処分する埋立て処分場である。

 

 

参考文献 

1) Jessica Ambos, “Möglichkeiten der Deponierung von freigegebenen Abfällen – am 

Beispiel Gießlinge –, ” KONTEC 2017, p. 124-128, 22-24, März 2017. 
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４．スウェーデンの廃炉のための廃棄物管理戦略検討 

 

廃棄物処理事業推進部 鈴木 康夫  

 

スウェーデンのオスカーシャム（Oskarshamn）発電所の施設所有者オスカーシャムクラフ

トグループ（以下、OKG）等の専門家たちで構成されるチームが、サイト内の BWR2 基の廃

炉に伴う廃棄物管理戦略策定のための総合的な評価を行った 1)。その概要を紹介する。 

1. 評価の基本となる考え方 

廃棄物管理に関するリスク軽減のために、

廃棄物主導の廃止措置（WLD：Waste Led 

Decommissioning）を実施する。 

 

2. 評価の方法と結果 

5 つのステップを踏んで評価する。以下、

ステップとそれぞれの評価結果を示す。 

(1) ステップ 1：最終状態の設定 

当初、いくつかの最終状態がリストされた

が、以下の 4つの最終状態が残った。 

(a) 一般的なクリアランス 

フリーリリースのクリアランスレベル

を適用。Co-60 のクリアランス限界は 0.1 

Bq /g 

(b) 条件付きクリアランス 

・有害廃棄物にクリアランスレベルを適用 

Co-60のクリアランス限界は 1 Bq/g 

・EC 勧告 RP 89 による金属インゴットの

条件付きクリアランスを行う。 

Co-60のクリアランス限界は 1 Bq/g 

(c) VLLWの現地地表処分 

0.5 mSv / h未満の線量率で核種ごとの

排出要件を満たす地表処分場にて、定期的

に処分可能とする。そのよう処分場はすで

に存在している（図 1）。 

(d) 地層処分場で処分 

スウェーデンには中低レベル廃棄物の

地層処分場（SFR処分場）と長寿命低及び

中レベル廃棄物の処分場（SFL処分場）が

ある。SFRは廃炉廃棄物のために拡張され、

2030 年代初めに運用に入ると見込まれて

いるため、その時点までは廃棄物を保管す

る必要がある。 

拡張 SFR は図 2 に示されている。既存

の部分は右（1BMA、1BLA、1 + 2BTF、

サイロ）であり、計画された拡張は左部分

にある。 

図 1 OKG地表処分キャンペーン 

 

図 2 拡張後の SFR 処分場 

 

(2) ステップ 2：初期状態の設定 

廃炉試験、運転記録その他多くの関連情報

を利用して、廃炉中に発生すると予想される
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資材と廃棄物を分類し、定量化した。 

表 1は、各廃棄物カテゴリの総量の要約で

ある。 

 

表 1 廃棄物カテゴリーごとの物量 

廃棄物カテゴリ 合計[Mg]
極めて低いリスク 221400

リスクが低い 定量化されていない

リスクがある 11400
LLW-1 6540

LLW-2 1350

LLW-3 997

LLW-4 1805

ILW 2440

合計 246237   

 

このうち、LLW廃棄物（LLW1-4）の重量

分布は図 3 のようになると予想される。 

 

 

図 3 低レベル廃棄物の内訳 

 

(3) ステップ 3：廃棄物ルートの評価 

4 つの廃棄物ルートが廃棄物管理の観点か

ら分析対象として選択された。 原則と結論を

以下に要約する。 

(a) 処理なしで地層処分 

・非常に簡単な方法でフリーリリースでき

る素材は、現地で一般的なクリアランスを

受ける。 

・主なコンポーネントは、スタズビック

（Studsvik）サイトの廃棄物処理施設に外

部処理用に送られる。 

・主要成分を除く他のすべての廃棄物は、

地層処分場で処分されるように条件付け

られる。 

SFR処分場は、解体及び廃止の間に利用

可能ではないと予想されるので、約 10 年

の間、中間貯蔵庫にすべての資材を入れる

必要がある。中間貯蔵が解体プロセスに影

響を与えないならば、この廃棄物ルートは

廃炉及び解体の目的から時間的に効率的

な選択肢であると考えられる。 

(b) オフサイト処理で地層処分 

・非常に簡単な方法でフリーリリースでき

る素材は、現地で一般的なクリアランスを

受ける。 

・条件付きクリアランスできないものや減

容処理できないものを除くすべての資材

は、スタズビックの廃棄物処理施設に送ら

れる。 

・処理の残留廃棄物は、SFR処分場での最

終処分までスタズビックに保管される。 

このルートは、クリアランスとリサイクル

の度合いが高い。輸送が頻繁に可能ならば、

解体から廃棄物搬出までの時間が短くなるた

め、廃止措置と解体の観点から最も時間効率

の良いオプションと考えられる。 

(c) 専用施設での現地クリアランス 

・低リスク、リスク、潜在的 LLW-1 のみ

に適用される。 

・直接又は汚染除去後の資材のクリアラン

スに絞る。 

既存の建物内又は組織内の他の場所の除

染及びクリアランス施設に多額の投資が必要

である。このオプションはクリアランスとリ

サイクルの度合いは高くなるが、スケジュー

ルに重大な悪影響を及ぼすこともある。 

(d) 処理なしでの現地地表処分 

・非常に簡単な方法でフリーリリースでき

る資材は、現地でクリアランスを受ける。 

・大型コンポーネントは、地表処分は承認

されない。そのため、処理のために外部に

送られる。 
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・0.5 mSv / h までの核種ごとの基準値に適

合するすべての物質は、ここに廃棄される。 

・残りの放射性廃棄物は、処理され、SFR

処分場で処分される。 

廃炉廃棄物に地表処分場を利用できる場

合は時間効率のよいオプションである。 

(4) ステップ 4：経済的評価 

このステップでは、利用可能な選択肢のそ

れぞれについて、各廃棄物カテゴリ及び最終

状態に関する廃棄物の推定量に対する異なる

コストが計算された。一部の廃棄物カテゴリ、

主に ILW には、廃棄物ルートが 1 つしかな

い。その他の廃棄物カテゴリには、最大 4つ

の代替廃棄物ルートがある。 

表 2は、入手可能な情報や過去に実施され

た評価に基づき、様々な廃棄物種類及びルー

トに対し、施設や管理業務組織への投資を除

く、直接費用又は既存の廃棄物ルートへの追

加の 1 トンのコストとして計算された。表中

の数字はコストが最も低い 2つの選択肢を示

している。最大値は、2 つ以上の選択肢が利

用可能な場合にのみ適用される。この検討の

目的は、さまざまなルートのコストレベルを

理解することであった。量及び分類の評価に

関連する不確実性は分析されなかった。 

この計算では、すべての廃棄物カテゴリで

上位 2位になる廃棄物ルートは 4つのうちひ

とつも存在しなかったが、少なくともいくつ

かの廃棄物カテゴリでは上位 2位に入ってい

ることが示された。 

低リスク（容積が定量化されていないため、

表 2には含まれていない）では、現地クリア

ランスの廃棄物ルートが優先される。 リスク

というカテゴリの「その他の廃棄物」につい

ても同様である。 

ILW の地層処分は唯一の選択肢であると

予想される。図 4 には、LLW の 4 つの廃棄

物種類のコスト配分が示されている。 

 

表 2 廃棄物管理のための推定コスト（単位

はMSEK＝100 万クローネ） 

廃棄物カテゴリ 大型コンポーネント その他の金属 可燃物 その他

リスク 113-150 () 186-221 (max 401) 2-4 (max 7) 情報なし

LLW-1 30-32 (max 42) 90-106 (max 206) 2-3 (max 7) 19-40 (max 70)

LLW-2 25-26 (max 35) 9-12 (max 21) 1-2 (max 5) 6-11 (max 19)

LLW-3 21-22 () 7-10 (max 12) 1-2 (max 5) 2-4 ()

LLW-4 6-12 () 28-34 () 0.4-1 () 50

ILW 107 82 1 73
 

備考：（ ）は 2つの選択肢しか利用できないことを、 

（ ）なしは 1つの選択肢しか利用できないことを示す。 

 

 

 

 

図 4 低レベル廃棄物の費用配分の見積 

 

必要な投資は、廃棄物ルートの選択に応じ

て 2倍まで変化すると推定され、MSEK 100

のオーダーで合計される。主要な差別化要因

は、現地で資材と廃棄物を除染及びクリアラ

ンスのために必要とされる高度な施設である。 

(5) ステップ 5：リスク分析 

コスト評価後にリスク評価を実施した。所

見は表 3の例のように形で記録した。 

全体的なリスクの分析に加えて、4 つの異な

る廃棄物ルートが分析され、コストの影響が

推定され、潜在的な緩和活動が提案された。 
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表 3 リスク分析の結果（例） 

リスクの説明
確率

（低、中、高）
結果

コストの影響
（低、中、高）

リスクを軽減するた
めの緩和

放射線学的および
非放射線学的特性
の特性t調査/分類
の不十分さ

低-中
プロジェクトを遅らせ
る追加の努力

低-高
堅牢で確実なプロセ
ス作り、品質保証

クリアランスできな
い廃棄物のクリアラ
ンスステーションへ
の搬入

高
廃棄物の再ルーティ
ング。 失敗調査

高 教育、品質保証

廃棄物の最終処分
に関する新しい要
件の追加

中

廃棄パッケージの開
封、追加サンプリン
グ

追加処理

低-中

中-高

可逆性、予防措置

処分場所有者との
対話

 

 

3. まとめと提言 

・この評価では、2 つの最も費用効率の高い

廃棄物ルートの組み合わせに基づく推奨アプ

ローチの推定コストは、地層処分に基づく基

準代替案より約 20％安価であることが示さ

れている。さまざまな廃棄物種類とカテゴリ

に対して最も安いルートを選択することで、

さらに 5％節約できる。 

・廃棄物管理のリスクと廃棄事業全体を考慮

して、冗長廃棄物ルートを適用するための追

加コストは、妥当な、又は安価なリスク緩和

手数料とみなされる。このように、廃棄物ル

ートの冗長性は、実際のプロジェクトにおい

て良い実践方法とみなされる。 

・利用可能な技術的、経済的、環境的、及び

リスクのパラメータを考慮した研究を実施す

る専門家グループの推奨事項は、図 5に示す

ような 4つの廃棄物ルートに分割することで

ある。 廃棄物のリスクその他の廃棄物はまだ

定量化されていない。この廃棄物の大部分は、

現地クリアランスの対象になる可能性が最も

高い、すなわち現地クリアランスの割合が最

も高くなる可能性が最も高い。 

 

 

 

図 5 異なる廃棄物ルートでの推奨配分 

 

以上、廃棄物主導型廃炉計画のコンセプト

に基づいて行った今回の資材と廃棄物の戦略

研究は、廃炉プロジェクトの戦略を策定し、

実施する一連の活動の中で最初のものであっ

た。特性調査プロセスの進行に応じてこのレ

ポートを更新することが推奨される。 

今回のような資材と廃棄物の戦略検討は、

廃棄物及び物流のベースラインであり、さら

に解体シーケンスの計画にも役立つ。この全

体的な計画手順により、プロセスの早期段階

で、廃棄物管理チェーン及び廃炉プロジェク

ト全体のリスクを軽減し、ボトルネックを特

定することが可能になる。 

参考文献 

1) Arne Larsson et al., “Strategic Aspects on Waste Management in Decommissioning – 

17224,” WM2017 Conference, March 5 – 9, 2017, Phoenix, Arizona, USA. 
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５．ロシアにおける廃止措置政策、戦略、計画及び経験 

 

 東海事務所 榎戸 裕二  

 

ロシア政府は原子力施設の廃止措置を潜在的危険性、巨額の費用及び社会的な意義などを考

慮して国家の社会経済発展と安全保障確保の優先課題の一つとして決定した。ロシアの廃止措

置に関してはあまり情報がないが、IAEA 等が主催する会議の場で徐々に報告されるようにな

った。一方、RANDEC は日本が支援したロシア極東の退役原潜の解体や放射性廃棄物処理事

業の事後評価を行い、非核化協力プロジェクトの一環で部分的にこの分野の現情に接すること

ができた。本報告は最近発表された大学、研究所及び RosRao 社連名の論文 1)から RANDEC

の知見も含めロシアの廃止措置の近況を紹介する。 

 

1. はじめに 

ロシアでは、今後 20 年間で約 500の原子

力施設を運転停止または廃止措置する。しか

し、その技術基盤は万全ではなく、深刻な財

政負担、社会的意義（雇用、地域、国家経済

への影響）、老朽施設の事故の危険性、原子力

負の遺産の清算が魅力的投資なのか、原子力

分野の国民感情等、難題が多く、国は廃止措

置の明確な目標、事業、条件、指標、手段及

び仕組み等、以下の体系の構築が求められた。 

①政策（達成目標と要件）、戦略（シナリ

オとステップ）、プログラム（実施詳細計

画） 

②国内法令と規格基準 

③財政支援、技術的・組織的・行政的基盤

及び妥当な労働力確保 

 

2. 国策としての廃止措置 1) 

廃止措置政策の総合指針は、「ロシア原子

力・放射線安全国家政策の基礎」と「原子力

施設廃止措置の考え方」に纏めら、後者は原

子力エネルギー利用に関する権限を持つ非政

府機関 “Rosatom”が作成した。国家政策の主

要な指針を以下に示す。 

(1) 廃止措置の終了 

NRO（原子力・放射線有害対象物）を規制 

管理から解放すること。 

(2) 廃止措置の基本的方式と内容 

①Deferred Dismantling（遅延解体） 

原子力施設、原子力発電所や研究炉の

放射能誘導機器に適用される 

②Immediate Dismantling (NRO 解体) 

機器の除染・解体と取壊し、建物建設、

廃棄物撤去、サイト再利用への修復 

③Entomb（＝Construction of final 

isolation sites：最終隔離物の建設） 

物理的バリア（構造物）により放射性

物質の漏洩がないよう、“その場”で隔離

し閉じ込める。 

(3) 廃止措置の基本原則 

・NROは核物質、新燃料、使用済燃料等安

全な状態で管理すること 

・NROは社会的、経済的要因を考慮し、

最適期間安全な状態に管理すること 

・部材はできる限り全面的かつ有効に工業

的、経済的循環に戻す 

・廃止措置では廃棄物と被ばくを最少化す

る作業の組立てを図ること 

・廃棄物は長期貯蔵施設及び/又は専用埋設

処分場に定置すること 

・廃止措置活動は原子力発電及び工業発展

に逆らう要素とは考えないこと 
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(4) 社会経済的側面からの要件 

・NROの廃止措置の目的と最終状態に関

し利害関係者に情報提供すること 

・NRO作業員の再教育及び立地エリアの

新雇用の創出すること 

・NRO作業員や家族の新就労場所におけ

る再居住対応すること 

(5) 財政支援の財源 

・対象国家予算、行政管区予算、現行法令

内で確立している特別基金 

・国際協力支援プログラムにおいて本目的

に充当される基金、（例）G8のロシア非

核化プロジェクト基金（一部は日本政府

負担）（RANDEC加筆）2) 

・ロシア連邦法に矛盾しない他の財源の利

用、廃止措置予算は連邦及び管区予算に

加え予算外財源が追加される。 

(6) Rosatom の責任 

原子力エネルギー利用及び廃止措置分野

の主要機関として以下を役割がある。 

・規格と法的基準・基盤の策定 

・財政的メカニズムが市場経済において有

効に働く方策 

・放射性廃棄物の連邦及び管区貯蔵施設及

び処分場のインフラ整備 

 

3. 優先プロジェクトと実施方法 1), 3) 

廃止措置プログラムは “連邦プログラム”

「ロシア連邦原子力及び原子力産業の発展」

と同格の「ロシア連邦における原子力・放射

線安全確保」に記述され、その中で、原子力

の持続的発展は使用済燃料、廃棄物及び廃止

措置の適切かつタイムリーな解決なしでは不

可能であること、さらに、廃止措置分野での

優先課題は以下のものであることを示した。 

①IA“Mayak”、シベリア化学複合施設及び 

鉱山・化学複合施設（放射線化学の最大企

業）にある処理困難な対象物の廃止措置又

は安全レベルの向上 

②その他の国立機関の原子力負の遺産の

長期安全性の確保 

③大都市にある研究所を含め運転停止し

た NROの解体 

④使用済放射線源の安全レベルの向上（廃

止措置） 

⑤核実験場の修復（核爆発のネガティブ結

果の解消） 

廃止措置の法的基盤に関しては、連邦法

N190-FL「ロシア連邦放射性廃棄物管理及び

特定法令補正」（2011 年 7月）は、廃止措置

活動の計画立案、組織化及び実施に重要な役

割を有する。法令9条には過去の廃棄物（2011

年以前）（特定廃棄物含む）の所有者はロシア

政府であり、処理と長期貯蔵は政府に責任が

あるとした。なお、“特定廃棄物”とは、取出

し、処理、調製及び埋設処分が Entombの場

合よりリスクがあり、支出が甚大である廃棄

物・施設である。4億 9 千万m3の液体放射

性廃棄物を含む露天池（ポンド）、ウラン鉱泥

施設では廃棄物が 9千万トン、地下の産業規

模の U/グラファイト（GR）原子炉及び 80

の核爆発実験サイト等がその対象である。こ

れらの施設では、従来の廃止措置技術が適用

できない。同時に、この場合の Entombシナ

リオは、公式の規制と矛盾したものとなって

いることがある。 

下記の 2の対応を含め、ロシアでは現在ま

でに廃止措置活動の体系と効率的実現に必要

な前提条件は整備された。 

 ①組織基盤は国営公社 Rosatom 傘下の連

邦企業“RosRao”（放射性廃棄物長期保管及

び処理の事業者）。なお、RANDEC が日露 

非核化協力委員会技術事務局から平成 28

年度に受託した事業「ロシア原子炉区画陸

上保管施設建設協力事業の事後評価業務」

の対象機関はウラジオストクに本社のあ

る DalRao社でこれは RosRao 社の極東支

部である。極東地域の原子力負の遺産の清
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算事業を一元的に行っている。日本はこの

建設事業に G8 の枠内での協力として当該

施設の稼働に必要な機材を供与した 2)。 

②廃止措置標準手順・技術開発試験実証セ

ンター（研究炉、核燃料サイクル施設、PWR

等各炉型用） 

 

4. 廃止措置経験 1), 3) 

①Kurchatov 研究所敷地の浄化（図 1） 

モ ス ク ワ 市 中 心 街 に 位 置 す る 

Kurchatov 研究所の廃棄物貯蔵施設の近 

傍には多くの居住家屋があり廃止措置に

は、放射能調査、解体、構造部の取り壊し、

汚染土壌（1万m3）撤去に作業エリアと周

辺区域の全エリアの放射能調査を実施し 

た。 

②VNIINM研究所（メンデレーエフ研究

所）の核燃料施設の廃止措置（図 2） 

プルトニウムや核分裂性物質の研究を 

行った施設の解体が完了した。 

③廃棄物貯蔵池（ポンド）（図 3） 

放射性廃棄物が残存する自然及び人工

池の廃止措置では、2～300万m3までの池

の廃止措置はリスク、コストを考慮し 

Entomb方式を採る。Karachai湖を含む 3

か所の池が廃止措置された。 

④地下 U/GR炉 

多くの U/GRはその場処分（Entomb）

が行われる。その例を図 4に示す。 

⑤その他の例 

使用済燃料浮き貯蔵施設（Lepce号）と

放射性廃棄物浮き貯蔵施設（Dolodaliskii

号）、北極海岸等設置した RI熱起電力発電

機、核実験場サイトなどがある。 

 

5. ロシアの主要廃止措置計画 

ロシアの主要廃止措置計画（2016 年～

2030年）の概略は以下の通りである。 

・82 施設の廃止措置（U/GR炉、16原子

力支援船、2隻の砕氷船を含む） 

・425万 9千m2の汚染サイトの修復 

・3081.4 トンの使用済燃料 

・223千m3の廃棄物処分場の操業開始 

・176.3千m3の放射性廃棄物の処分 

・82 千体の使用済燃料の貯蔵施設内運搬 

 

6. おわりに 

 東西冷戦時の原子力の負の遺産を今に抱え

るアメリカと旧ソ連がその原子力施設の廃止

措置及び使用済燃料を含む放射性廃棄物の処

理処分、特に原子力施設のサイト修復に積極

的に対応している。どこも苦しい財源の中、

将来に向けた投資として位置づけ国を挙げた

施策を実行していることが分かった。ロシア

ではバックエンドの整備費が欧米に比し廉価

にみえる。安全思想の相違なのかもしれない。 

今後公開される廃止措置の実績に注目した

い。
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図 1 Kurchatov研究所放射性廃棄物貯蔵施設の廃止措置（撤去） 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 VNIINM 研究所（Pu/fissile取扱施設）の廃止措置（サイト修復完了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 Karachai湖底のウラン鉱泥の Entomb の方法（処分場構造） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 U/グラファイト炉の Entomb 実績と隔離の概念（４万m3の障壁） 
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の
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転

停
止

を
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め
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新
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適
合

に
多

額
の
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今

後
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と
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た

め
で

あ
る

。
海
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で

の
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に

運
転
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止
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原
発

は
、

前
号
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な
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。

こ
の

結
果

20
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年
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末
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で

の
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界
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恒
久

運
転
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し
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原
発

総
数
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1
7
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基

に
達

し
た
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本

報
告

で
は

情
報

の
更

新
を

行
っ

て
い

ま
す

。

29

http://127.0.0.1:3000/plants/show/1#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/2#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/3#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/4#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/5#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/6#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/7#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/8#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/8#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/9#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/10#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/11#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/12#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/13#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/14#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/15#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/16#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/17#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/18#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/19#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/20#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/123#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/21#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/21#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/21#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/21#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/21#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/26#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/27#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/28#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/29#


電
気

出
力

（
グ

ロ
ス

）
炉

型
運

転
期

間
国

廃
止

措
置

完
了

（
予

定
）
時

期
施

設
名

廃
止

措
置

方
式

廃
止

措
置

現
状

34
カ

ー
ル

ス
ル

ー
へ

K
N

K
‐
Ⅱ

1
9
7
9
/
0
3
/
0
3
～

1
9
9
1
/
0
8
/
2
3

2
0
 M

W
L
M

F
B

R
即

時
解

体
解

体
中

2
0
1
9
年

35
カ

ー
ル

ス
ル

ー
エ

M
Z
F
R

1
9
6
6
/
1
2
/
1
9
～

1
9
8
4
/
0
5
/
0
3

5
7
 M

W
P

H
W

R
即

時
解

体
解

体
中

2
0
1
6
年

36
リ

ン
ゲ

ン
(K

W
L
)

1
9
6
8
/
1
0
/
0
1
～

1
9
7
9
/
0
1
/
0
5

2
6
8
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

中
（
2
0
1
3
年

迄
の

2
5
年

間
）

解
体

予
定

37
ミ

ュ
ル

ハ
イ

ム
・
ケ

ー
ル

リ
ッ

ヒ
1
9
8
7
/
0
8
/
0
1
～

1
9
8
8
/
0
9
/
0
9

1
3
0
2
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

解
体

中
2
0
1
5
年

38
ニ

ダ
ー

ア
イ

ヒ
バ

ッ
ハ

（
K
K
N

)
1
9
7
3
/
0
1
/
0
1
～

1
9
7
4
/
0
7
/
2
1

1
0
6
 M

W
H

W
G

C
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

終
了

1
9
9
5
年

完
了

39
ラ

イ
ン

ス
ベ

ル
グ

1
9
6
6
/
1
0
/
1
1
～

1
9
9
0
/
0
6
/
0
1

7
0
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

解
体

中
2
0
1
6
年

40
シ

ュ
タ

ー
デ

1
9
7
2
/
0
5
/
1
9
～

2
0
0
3
/
1
1
/
1
4

6
7
2
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

解
体

中
2
0
1
5
年

41
T
H

T
R

-
3
0
0

1
9
8
7
/
0
6
/
0
1
～

1
9
8
8
/
0
4
/
2
0

3
0
8
 M

W
H

T
G

R
安

全
貯

蔵
安

全
貯

蔵
中

（
2
0
2
7
年

迄
の

3
0
年

間
）

2
0
1
5
年

42
ヴ

ュ
ル

ガ
ッ

セ
ン

1
9
7
5
/
1
1
/
1
1
～

1
9
9
4
/
0
8
/
2
6

6
7
0
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

済
2
0
1
5
年

43
オ

ビ
リ

ッ
ヒ

ハ
イ

ム
1
9
6
9
/
0
3
/
3
1
～

2
0
0
5
/
0
5
/
1
1

3
5
7
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

解
体

中
2
0
2
0
年

44
ビ

ブ
リ

ス
A

1
9
7
4
/
0
8
/
2
5
～

2
0
1
1
/
0
8
/
0
6

1
1
6
7
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

未
定

45
ビ

ブ
リ

ス
B

1
9
7
6
/
0
4
/
2
5
～

2
0
1
1
/
0
8
/
0
6

1
2
4
0
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

未
定

46
ブ

ル
ン

ス
ビ

ュ
ッ

テ
ル

1
9
7
6
/
0
7
/
1
3
～

2
0
1
1
/
0
8
/
0
6

7
7
1
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

2
0
2
8
年

47
イ

ザ
ー

ル
１

1
9
7
7
/
1
2
/
0
3
～

2
0
1
1
/
0
8
/
0
6

8
7
8
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

未
定

48
ク

リ
ュ

ン
メ

ル
1
9
8
3
/
0
9
/
2
8
～

2
0
1
1
/
0
8
/
0
6

1
3
4
6
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

未
定

49
ネ

ッ
カ

ー
ヴ

ェ
ス

ト
ハ

イ
ム

１
1
9
7
6
/
0
6
/
0
3
～

2
0
1
1
/
0
8
/
0
6

7
8
5
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

未
定

50
フ

ィ
リ

ッ
プ

ス
ブ

ル
グ

１
1
9
7
9
/
0
5
/
0
5
～

2
0
1
1
/
0
8
/
0
6

8
9
0
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

未
定

51
ウ

ン
タ

ー
ヴ

ェ
ー

ザ
ー

1
9
7
8
/
0
9
/
2
9
～

2
0
1
1
/
0
8
/
0
6

1
3
4
5
 M

W
P

W
R

未
定

未
定

未
定

52
グ

ラ
ー

フ
ェ

ン
ラ

イ
ン

フ
ェ

ル
ト

1
9
8
1
/
1
2
/
3
0
～

2
0
1
5
/
0
6
/
2
7

1
3
4
5
 M

W
P

W
R

未
定

未
定

未
定

53
カ

オ
ル

ソ
1
9
8
1
/
1
2
/
0
1
～

1
9
9
0
/
0
7
/
0
1

8
8
2
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

か
ら

解
体

中
2
0
1
6
年

54
ガ

リ
リ

ア
ー

ノ
1
9
6
4
/
0
6
/
0
1
～

1
9
8
2
/
0
3
/
0
1

1
6
0
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

か
ら

解
体

中
2
0
2
2
年

55
ラ

テ
ィ

ー
ナ

1
9
6
4
/
0
1
/
0
1
～

1
9
8
7
/
1
2
/
0
1

1
6
0
 M

W
Ｇ

Ｃ
Ｒ

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

か
ら

解
体

中
2
0
3
5
年

56
ト

リ
ノ

・
ヴ

ェ
ル

チ
ェ

レ
ッ

セ
1
9
6
5
/
0
1
/
0
1
～

1
9
9
0
/
0
7
/
0
1

2
7
0
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

安
全

貯
蔵

か
ら

解
体

中
2
0
1
4
年

57
動

力
試

験
炉

(J
P

D
R

)
1
9
6
3
/
1
0
/
2
6
～

1
9
7
6
/
0
3
/
1
8

1
3
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

終
了

1
9
9
6
年

完
了

58
東

海
発

電
所

1
9
6
6
/
0
7
/
2
5
～

1
9
9
8
/
0
3
/
3
1

1
6
6
 M

W
G

C
R

即
時

解
体

解
体

中
2
0
2
0
年

59
「
ふ

げ
ん

」
1
9
7
9
/
0
3
/
2
0
～

2
0
0
3
/
0
3
/
2
9

1
6
5
 M

W
H

W
L
W

R
即

時
解

体
解

体
中

2
0
3
3
年

60
浜

岡
発

電
所

1
号

機
1
9
7
6
/
0
3
/
1
7
～

2
0
0
9
/
0
1
/
3
0

5
4
0
 M

W
B

W
R

61
浜

岡
発

電
所

2
号

機
1
9
8
7
/
1
1
/
2
9
～

2
0
0
9
/
0
1
/
3
0

8
4
0
 M

W
B

W
R

62
福

島
第

一
１

号
機

1
9
7
0
/
1
1
/
1
7
～

2
0
1
1
/
0
5
/
2
0

4
6
0
 M

W
B

W
R

未
定

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
基

づ
き

事
前

準
備

2
0
4
0
年

～
5
0
年

目
標

63
福

島
第

一
２

号
機

1
9
7
3
/
1
2
/
2
4
～

2
0
1
1
/
0
5
/
2
0

7
8
4
 M

W
B

W
R

未
定

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
基

づ
き

事
前

準
備

2
0
4
0
年

～
5
0
年

目
標

64
福

島
第

一
３

号
機

1
9
7
4
/
1
0
/
2
6
～

2
0
1
1
/
0
5
/
2
0

7
8
4
 M

W
B

W
R

未
定

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
基

づ
き

事
前

準
備

2
0
4
0
年

～
5
0
年

目
標

65
福

島
第

一
４

号
機

1
9
7
8
/
0
2
/
2
4
～

2
0
1
1
/
0
5
/
2
0

7
8
4
 M

W
B

W
R

未
定

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
基

づ
き

事
前

準
備

2
0
4
0
年

～
5
0
年

目
標

66
福

島
第

一
５

号
機

1
9
7
7
/
0
9
/
2
2
～

2
0
1
4
/
0
1
/
3
1

7
8
4
 M

W
B

W
R

未
定

未
定

67
福

島
第

一
６

号
機

1
9
7
9
/
0
5
/
0
4
～

2
0
1
4
/
0
1
/
3
1

1
1
0
0
 M

W
B

W
R

未
定

未
定

68
敦

賀
発

電
所

１
号

機
1
9
6
9
/
1
1
/
1
6
～

2
0
1
5
/
0
4
/
2
7

3
5
7
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

2
0
1
6
～

2
0
3
9
頃

69
美

浜
発

電
所

1
号

機
1
9
7
0
/
0
8
/
0
8
～

2
0
1
5
/
0
4
/
2
7

3
4
0
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

2
0
1
6
～

2
0
4
5
頃

70
美

浜
発

電
所

２
号

機
1
9
7
2
/
0
4
/
2
1
～

2
0
1
5
/
0
4
/
2
7

5
0
0
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

2
0
1
6
～

2
0
4
5
頃

71
大

飯
発

電
所

1
号

機
1
9
7
9
/
0
3
/
2
7
～

2
0
1
7
/
1
2
/
2
2

1
1
7
.5

M
W

P
W

R
未

定
廃

炉
決

定
未

定

72
大

飯
発

電
所

2
号

機
1
9
7
9
/
1
2
/
0
5
～

2
0
1
7
/
1
2
/
2
2

1
1
7
.5

M
W

P
W

R
未

定
廃

炉
決

定
未

定

73
玄

海
発

電
所

1
号

機
1
9
7
5
/
0
2
/
1
4
～

2
0
1
5
/
0
4
/
2
7

5
5
9
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

提
出

2
0
1
6
～

2
0
4
４

頃

74
島

根
発

電
所

１
号

機
1
9
7
3
/
1
2
/
0
2
～

2
0
1
5
/
0
4
/
3
0

4
6
0
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

準
備

～
2
0
4
５

年
頃

事
故

炉
の

廃
止

措
置

技
術

実
証

用

イ
タ

リ
ア

即
時

解
体

解
体

中

ド
イ

ツ

2
0
3
6
年

日
本

２
０

基

30

http://127.0.0.1:3000/plants/show/30#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/31#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/32#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/33#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/34#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/35#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/36#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/37#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/38#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/39#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/40#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/41#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/42#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/43#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/44#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/45#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/46#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/47#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/48#


電
気

出
力

（
グ

ロ
ス

）
炉

型
運

転
期

間
国

廃
止

措
置

完
了

（
予

定
）
時

期
施

設
名

廃
止

措
置

方
式

廃
止

措
置

現
状

75
伊

方
発

電
所

1
号

機
1
9
7
7
/
0
9
/
3
0
～

2
0
1
6
/
0
5
/
1
0

5
6
6
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

廃
止

措
置

計
画

準
備

～
2
0
4
5
年

頃

76
も

ん
じ

ゅ
1
9
9
4
/
0
4
/
 ～

2
0
1
6
/
1
2
/
2
1

2
8
0
 M

W
F
B

R
未

定
燃

料
撤

去
と

Ｎ
ａ
除

去
準

備
未

定

77
カ

ザ
フ

ス
タ

ン
B

N
-
3
5
0

1
9
7
3
/
0
7
/
1
6
～

1
9
9
9
/
0
4
/
2
2

9
0
 M

W
F
B

R
安

全
貯

蔵
廃

止
措

置
計

画
準

備
2
0
7
5
年

頃

78
韓

国
古

里
1
号

機
1
9
7
7
/
0
6
/
2
6
∼
2
0
1
7
/
0
7
末

6
0
7
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

2
0
2
2
年

頃
か

ら
解

体
予

定
未

定

79
イ

グ
ナ

リ
ア

-
１

1
9
8
3
/
1
2
/
3
1
～

2
0
0
4
/
1
2
/
3
1

1
3
0
0
 M

W
L
W

G
R

80
イ

グ
ナ

リ
ナ

-
２

1
9
8
7
/
0
8
/
2
0
～

2
0
0
9
/
1
2
/
3
1

1
3
0
0
 M

W
L
W

G
R

81
オ

ラ
ン

ダ
ド

ー
テ

バ
ル

ト
1
9
6
9
/
0
3
/
2
6
～

1
9
9
7
/
0
3
/
2
6

6
0
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

中
2
0
4
5
年

以
降

82
ベ

ロ
ヤ

ル
ス

ク
-
１

1
9
6
4
/
0
4
/
2
6
～

1
9
8
3
/
0
1
/
0
1

1
0
8
 M

W
L
W

G
R

83
ベ

ロ
ヤ

ル
ス

ク
-
２

1
9
6
9
/
1
2
/
0
1
～

1
9
9
0
/
0
1
/
0
1

1
6
0
 M

W
L
W

G
R

84
ノ

ボ
ボ

ロ
ネ

ジ
-
１

1
9
6
4
/
1
2
/
3
1
～

1
9
8
4
/
0
2
/
1
6

2
1
0
 M

W
P

W
R

85
ノ

ボ
ボ

ロ
ネ

ジ
-
２

1
9
7
0
/
0
4
/
1
4
～

1
9
9
0
/
0
8
/
2
9

3
6
5
 M

W
P

W
R

86
ノ

ボ
ボ

ロ
ネ

ジ
-
３

1
9
7
2
/
0
6
/
2
9
～

2
0
1
6
/
1
2
/
2
5

3
8
5
 M

W
P

W
R

不
明

不
明

不
明

87
オ

ブ
ニ

ン
ス

ク
A

P
S
-
1

1
9
5
4
/
1
2
/
0
1
～

2
0
0
2
/
0
4
/
2
9

6
 M

W
L
W

G
R

安
全

貯
蔵

燃
料

撤
去

後
博

物
館

化
さ

れ
た

。
不

明
88

ボ
フ

ニ
チ

ェ
-
A

１
1
9
7
2
/
1
2
/
2
5
～

1
9
7
7
/
0
2
/
2
2

1
4
3
 M

W
H

W
G

C
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

中
2
0
3
3
年

89
ボ

フ
ニ

チ
ェ

-
V

1
-
1

1
9
8
0
/
0
4
/
0
1
～

2
0
0
6
/
1
2
/
3
1

4
4
0
 M

W
P

W
R

90
ボ

フ
ニ

チ
ェ

-
V

1
-
2

1
9
8
1
/
0
1
/
0
1
～

2
0
0
8
/
1
2
/
3
1

4
4
0
 M

W
P

W
R

91
バ

ン
デ

ロ
ス

-
1

1
9
7
2
/
0
5
/
0
6
～

1
9
8
9
/
1
0
/
1
9

5
0
0
 M

W
G

C
R

:
安

全
貯

蔵
安

全
貯

蔵
中

2
0
3
5
年

92
ホ

セ
・
カ

ブ
レ

ラ
-
１

1
9
6
8
/
0
7
/
1
4
～

2
0
0
6
/
0
4
/
3
0

1
5
0
 M

W
P

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

後
解

体
中

2
0
1
6
年

93
サ

ン
タ

マ
リ

ア
デ

ル
ガ

ロ
ニ

ャ
1
9
7
1
/
0
3
/
0
2
～

2
0
1
3
/
0
7
/
3
1

4
6
6
 M

W
Ｂ

Ｗ
Ｒ

未
定

未
定

未
定

94
オ

ゲ
ス

タ
1
9
6
4
/
0
5
/
0
1
～

1
9
7
4
/
0
6
/
0
2

1
0
 M

W
P

H
W

R
安

全
貯

蔵
安

全
貯

蔵
中

2
0
4
0
年

頃
95

オ
ス

カ
ー

シ
ャ

ム
ー

１
1
9
7
1
/
0
8
/
1
9
～

2
0
1
7
/
0
6
/
1
9

4
9
2
 M

W
B

W
R

 
安

全
貯

蔵
安

全
貯

蔵
準

備
未

定
96

オ
ス

カ
ー

シ
ャ

ム
ー

２
1
9
7
4
/
1
0
/
0
2
～

2
0
1
6
/
1
2
/
2
2

6
6
1
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

未
定

97
バ

ー
セ

ベ
ッ

ク
-
１

1
9
7
5
/
0
7
/
0
1
～

1
9
9
9
/
1
1
/
3
0

6
1
5
 M

W
B

W
R

98
バ

ー
セ

ベ
ッ

ク
-
２

1
9
7
7
/
0
3
/
2
1
～

2
0
0
5
/
0
5
/
3
1

6
1
5
 M

W
B

W
R

99
ス

イ
ス

ル
ー

セ
ン

1
9
6
8
/
0
1
/
2
9
～

1
9
6
9
/
0
1
/
2
1

6
 M

W
H

W
G

C
R

安
全

貯
蔵

廃
止

措
置

終
了

1
9
9
4
年

完
了

10
0

チ
ェ

ル
ノ

ブ
イ

ル
-
１

1
9
7
8
/
0
5
/
2
7
～

1
9
9
6
/
1
1
/
3
0

1
0
0
0
 M

W
L
W

G
R

10
1

チ
ェ

ル
ノ

ブ
イ

ル
-
２

1
9
7
8
/
0
5
/
2
8
～

1
9
9
1
/
1
0
/
1
1

1
0
0
0
 M

W
L
W

G
R

10
2

チ
ェ

ル
ノ

ブ
イ

ル
-
３

1
9
8
2
/
0
8
/
2
7
～

2
0
0
0
/
1
2
/
1
5

1
0
0
0
 M

W
L
W

G
R

10
3

チ
ェ

ル
ノ

ブ
イ

ル
-
４

1
9
8
4
/
0
3
/
2
6
～

1
9
8
6
/
0
4
/
2
6

1
0
0
0
 M

W
L
W

G
R

10
4

バ
ー

ク
レ

-
 １

1
9
6
2
/
0
6
/
1
2
～

1
9
8
9
/
0
3
/
3
1

1
6
6
 M

W
G

C
R

10
5

バ
ー

ク
レ

-
 ２

1
9
6
2
/
1
0
/
2
0
～

1
9
8
8
/
1
0
/
2
6

1
6
6
 M

W
G

C
R

10
6

ブ
ラ

ッ
ド

ウ
ェ

ル
-
１

1
9
6
2
/
0
7
/
0
1
～

2
0
0
2
/
0
3
/
3
1

1
4
6
 M

W
G

C
R

10
7

ブ
ラ

ッ
ド

ウ
ェ

ル
-
２

1
9
6
2
/
1
1
/
1
2
～

2
0
0
2
/
0
3
/
3
0

1
4
6
 M

W
G

C
R

10
8

コ
ー

ル
ダ

ー
ホ

ー
ル

-
１

1
9
5
6
/
1
0
/
0
1
～

2
0
0
3
/
0
3
/
3
1

6
0
 M

W
G

C
R

10
9

コ
ー

ル
ダ

ー
ホ

ー
ル

-
２

1
9
5
7
/
0
2
/
0
1
～

2
0
0
3
/
0
3
/
3
1

6
0
 M

W
G

C
R

11
0

コ
ー

ル
ダ

ー
ホ

ー
ル

-
３

1
9
5
8
/
0
5
/
0
1
～

2
0
0
3
/
0
3
/
3
1

6
0
 M

W
G

C
R

11
1

コ
ー

ル
ダ

ー
ホ

ー
ル

-
４

1
9
5
9
/
0
4
/
0
1
～

2
0
0
3
/
0
3
/
3
1

6
0
 M

W
G

C
R

11
2

ハ
ン

タ
ー

ス
ト

ン
-
Ａ

１
1
9
6
4
/
0
2
/
0
5
～

1
9
9
0
/
0
3
/
3
0

1
7
3
 M

W
G

C
R

11
3

ハ
ン

タ
ー

ス
ト

ン
-
Ａ

２
1
9
6
4
/
0
7
/
0
1
～

1
9
8
9
/
1
2
/
3
1

1
7
3
 M

w
G

C
R

安
全

貯
蔵

準
備

（
1
9
9
5
年

～
2
0
2
2
年

）

ウ
ク

ラ
イ

ナ
安

全
貯

蔵
中

（
2
0
4
5
年

ま
で

）

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
0
6
年

～
2
0
1
6
年

）

2
0
7
1
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
8
0
年

解
体

完
了

2
0
2
9
年

完
了

未
定

安
全

貯
蔵

リ
ト

ア
ニ

ア
即

時
解

体

安
全

貯
蔵

か
ら

解
体

へ
移

行

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

即
時

解
体

2
0
2
5
年

解
体

中

安
全

貯
蔵

準
備

運
転

停
止

不
明

解
体

、
敷

地
除

染
修

復
（
2
0
4
6
～

2
0
6
5
年

）

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
0
6
年

～
2
0
2
1
年

）

8
0
年

の
安

全
貯

蔵
期

間
後

解
体

2
0
8
5
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
9
5
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
0
6
年

～
2
0
2
6
年

）

ス
ロ

バ
キ

ア

安
全

貯
蔵

後
解

体
中

2
0
7
0
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
7
9
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

不
明

日
本

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

ス
ペ

イ
ン

イ
ギ

リ
ス

3
0
基

ロ
シ

ア

31

http://127.0.0.1:3000/plants/show/49#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/50#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/124#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/51#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/52#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/53#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/54#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/55#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/56#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/57#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/58#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/59#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/60#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/61#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/62#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/63#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/64#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/65#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/66#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/67#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/68#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/69#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/70#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/71#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/72#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/73#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/74#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/75#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/76#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/77#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/78#


電
気

出
力

（
グ

ロ
ス

）
炉

型
運

転
期

間
国

廃
止

措
置

完
了

（
予

定
）
時

期
施

設
名

廃
止

措
置

方
式

廃
止

措
置

現
状

11
4

ヒ
ン

ク
レ

ー
ポ

イ
ン

ト
-
Ａ

１
1
9
6
5
/
0
3
/
3
0
～

2
0
0
0
/
0
5
/
2
3

2
6
7
 M

W
G

C
R

11
5

ヒ
ン

ク
レ

ー
ポ

イ
ン

ト
-
Ａ

２
1
9
6
5
/
0
5
/
0
5
～

2
0
0
0
/
0
5
/
2
3

2
6
7
 M

W
G

C
R

11
6

オ
ー

ル
ド

ベ
リ

ー
　

A
１

1
9
6
7
/
1
1
/
0
7
～

2
0
1
2
/
0
2
/
2
9

2
3
0
 M

W
G

C
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
1
3
年

～
2
0
2
7
年

）

11
7

オ
ー

ル
ド

ベ
リ

ー
　

A
2

1
9
6
8
/
0
4
/
0
6
～

2
0
1
1
/
0
6
/
3
0

2
3
0
 M

W
G

C
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
1
3
年

～
2
0
2
7
年

）

11
8

ト
ロ

ー
ス

フ
ィ

ニ
ッ

ド
-
１

1
9
6
5
/
0
3
/
2
4
～

1
9
9
1
/
0
2
/
0
6

2
3
6
 M

W
G

C
R

11
9

ト
ロ

ー
ス

フ
ィ

ニ
ッ

ド
-
２

1
9
6
5
/
0
3
/
2
4
～

1
9
9
1
/
0
2
/
0
4

2
3
6
 M

W
G

C
R

12
0

サ
イ

ズ
ウ

ェ
ル

-
Ａ

１
1
9
6
6
/
0
3
/
2
5
～

2
0
0
6
/
1
2
/
3
1

2
4
5
 M

W
G

C
R

12
1

サ
イ

ズ
ウ

ェ
ル

-
Ａ

２
1
9
6
6
/
0
9
/
1
5
～

2
0
0
6
/
1
2
/
3
1

2
4
5
 M

W
G

C
R

12
2

ダ
ン

ジ
ネ

ス
-
Ａ

１
1
9
6
5
/
1
0
/
2
8
～

2
0
0
6
/
1
2
/
3
1

2
3
0
 M

W
G

C
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
0
9
年

～
2
0
2
7
年

）

12
3

ダ
ン

ジ
ネ

ス
-
Ａ

２
1
9
6
5
/
1
2
/
3
0
～

2
0
0
6
/
1
2
/
3
1

2
3
0
 M

W
G

C
R

12
4

チ
ャ

ペ
ル

ク
ロ

ス
-
１

1
9
5
9
/
0
3
/
0
1
～

2
0
0
4
/
0
6
/
2
9

6
0
 M

W
G

C
R

12
5

チ
ャ

ペ
ル

ク
ロ

ス
-
２

1
9
5
9
/
0
3
/
0
1
～

2
0
0
4
/
0
6
/
2
9

6
0
 M

W
G

C
R

12
6

チ
ャ

ペ
ル

ク
ロ

ス
-
３

1
9
5
9
/
0
3
/
0
1
～

2
0
0
4
/
0
6
/
2
9

6
0
 M

W
G

C
R

12
7

チ
ャ

ペ
ル

ク
ロ

ス
-
４

1
9
5
9
/
0
3
/
0
1
～

2
0
0
4
/
0
6
/
2
9

6
0
 M

W
G

C
R

12
8

ウ
イ

ル
フ

ァ
ー

ー
１

1
9
7
1
/
0
1
/
2
4
～

2
0
1
5
/
1
2
/
3
0

5
3
0
 M

W
G

C
R

12
9

ウ
イ

ル
フ

ァ
ー

ー
２

1
9
7
1
/
0
6
/
2
1
～

2
0
1
2
/
0
4
/
2
5

5
5
0
 M

W
G

C
R

13
0

ド
ン

レ
ー

Ｄ
Ｆ

Ｒ
1
9
6
2
/
1
0
/
0
1
～

1
9
7
7
/
0
3
/
0
1

1
4
 M

W
F
B

R
即

時
解

体
解

体
中

2
0
2
4
年

13
1

ド
ン

レ
ー

Ｐ
Ｆ

Ｒ
1
9
7
6
/
0
7
/
0
1
～

1
9
9
4
/
0
3
/
3
1

2
5
0
 M

W
F
B

R
即

時
解

体
解

体
中

2
0
2
4
年

13
2

ウ
イ

ン
ズ

ケ
ー

ル
 W

A
G

R
1
9
6
3
/
0
2
/
0
1
～

1
9
8
1
/
0
4
/
0
3

3
6
 M

W
G

C
R

即
時

解
体

解
体

中
2
0
3
5
年

13
3

ウ
イ

ン
フ

リ
ス

 S
G

H
W

R
1
9
6
8
/
0
1
/
0
1
～

1
9
9
0
/
0
9
/
1
1

1
0
0
 M

W
H

W
L
W

R
安

全
貯

蔵
安

全
貯

蔵
後

解
体

中
2
0
4
2
年

13
4

ビ
ッ

グ
ロ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

1
9
6
5
/
1
1
/
0
1
～

1
9
9
7
/
0
8
/
2
9

7
1
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

（
IS

F
S
Iの

み
）

2
0
0
7
年

完
了

13
5

G
E
 バ

レ
シ

ト
ス

1
9
5
7
/
1
0
/
1
9
～

1
9
6
3
/
1
2
/
0
9

2
4
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

中
2
0
1
9
年

完
了

13
6

ク
リ

ス
タ

ル
リ

バ
ー

ー
３

1
9
7
7
/
0
3
/
1
3
～

2
0
1
3
/
0
2
/
2
0

8
9
0
 M

W
P

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

2
0
7
6
年

13
7

C
V

T
R

1
9
6
3
/
1
2
/
1
8
～

1
9
6
7
/
0
1
/
0
1

1
9
 M

W
H

W
L
W

R
安

全
貯

蔵
サ

イ
ト

解
放

済
2
0
0
9
年

完
了

13
8

ド
レ

ス
デ

ン
-
１

1
9
6
0
/
0
7
/
0
4
～

1
9
7
8
/
1
0
/
3
1

2
0
7
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

中
（
2
0
0
7
年

～
2
0
2
7
年

）
2
0
3
6
年

完
了

13
9

エ
ル

ク
リ

バ
ー

1
9
6
4
/
0
7
/
0
1
～

1
9
6
8
/
0
2
/
0
1

2
4
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

1
9
7
4
年

完
了

14
0

エ
ン

リ
コ

・
フ

ェ
ル

ミ
-
１

1
9
6
6
/
0
8
/
0
5
～

1
9
7
2
/
0
9
/
2
2

6
5
 M

W
F
B

R
安

全
貯

蔵
解

体
中

14
1

E
B

R
-
Ⅱ

1
9
6
5
/
0
1
/
0
1
～

1
9
9
4
/
0
9
/
0
1

2
0
 M

W
F
B

R
安

全
貯

蔵
安

全
貯

蔵
中

未
定

14
2

ハ
ン

フ
ォ

ー
ド

Ｎ
原

子
炉

1
9
6
6
/
0
4
/
0
1
～

1
9
8
8
/
0
2
/
0
1

8
6
0
 M

W
L
W

G
R

安
全

貯
蔵

IS
S
（
繭

化
）
方

式
の

安
全

貯
蔵

準
備

中
7
5
年

間
IS

S
後

解
体

14
3

フ
ォ

ー
ト

・
セ

ン
ト

・
ブ

レ
イ

ン
1
9
7
9
/
0
7
/
0
1
～

1
9
8
9
/
0
8
/
2
9

3
4
2
 M

W
H

T
G

R
即

時
解

体
サ

イ
ト

解
放

済
（
IS

F
S
Iの

み
）

1
9
9
7
年

完
了

14
4

ハ
ダ

ム
ネ

ッ
ク

（
C

・
Y
）

1
9
6
8
/
0
1
/
0
1
～

1
9
9
6
/
1
2
/
0
9

6
0
3
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

（
IS

F
S
Iの

み
）

2
0
0
7
年

完
了

14
5

ハ
ー

ラ
ム

1
9
6
3
/
1
1
/
0
1
～

1
9
6
4
/
0
9
/
0
1

8
4
 M

W
そ

の
他

遮
蔽

隔
離

隔
離

中
（
1
0
0
年

以
上

）
1
9
6
9
年

完
了

14
6

フ
ン

ボ
ル

ト
・
ベ

イ
－

３
1
9
6
3
/
0
8
/
0
1
～

1
9
7
6
/
0
7
/
0
2

6
5
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

解
体

中
14

7
イ

ン
デ

ア
ン

・
ポ

イ
ン

ト
-
１

1
9
6
2
/
1
0
/
0
1
～

1
9
7
4
/
1
0
/
3
1

2
7
7
 M

W
P

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

中
（
　

～
2
0
1
3
年

2
0
2
6
年

完
了

14
8

ラ
ク

ロ
ス

1
9
6
9
/
1
1
/
0
7
～

1
9
8
7
/
0
4
/
3
0

5
3
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

解
体

予
定

2
0
2
6
年

完
了

予
定

14
9

メ
イ

ン
ヤ

ン
キ

ー
1
9
7
2
/
1
2
/
2
8
～

1
9
9
6
/
1
2
/
0
6

9
0
0
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

（
IS

F
S
Iの

み
）

2
0
0
5
年

完
了

15
0

ミ
ル

ス
ト

ン
-
１

1
9
7
1
/
0
3
/
0
1
～

1
9
8
8
/
0
7
/
2
1

6
8
4
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

中
未

定
15

1
パ

ス
フ

ァ
イ

ン
ダ

ー
1
9
6
6
/
0
7
/
0
2
～

1
9
6
7
/
1
0
/
0
1

6
6
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

サ
イ

ト
解

放
済

2
0
0
7
年

完
了

15
2

ピ
ー

チ
ボ

ト
ム

-
１

1
9
6
7
/
0
6
/
0
1
～

1
9
7
4
/
1
1
/
0
1

4
2
 M

W
H

T
G

R
安

全
貯

蔵
安

全
貯

蔵
中

2
0
3
4
年

以
降

予
定

15
3

ピ
カ

ー
1
9
6
3
/
1
1
/
0
1
～

1
9
6
6
/
0
1
/
0
1

1
2
 M

W
そ

の
他

遮
蔽

隔
離

隔
離

中
（
放

射
能

減
衰

に
1
2
0
年

以
上

）
1
9
6
9
年

完
了

2
0
7
4
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
8
3
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
1
1
年

～
2
0
2
8
年

）

2
0
8
1
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
9
0
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
0
4
年

～
2
0
2
5
年

）

2
0
8
7
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
9
7
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

準
備

（
1
9
9
5
年

～
2
0
1
6
年

）

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

（
2
0
0
9
年

～
2
0
2
7
年

）
2
0
8
7
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
9
7
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

2
0
9
5
年

ま
で

安
全

貯
蔵

2
1
0
1
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

準
備

(2
0
1
5
～

2
0
2
5
）

2
0
8
8
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
9
7
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

2
0
8
5
年

ま
で

安
全

貯
蔵

、
9
5
年

解
体

完
了

安
全

貯
蔵

ア
メ

リ
カ

3
7
基

イ
ギ

リ
ス

32

http://127.0.0.1:3000/plants/show/79#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/80#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/81#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/82#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/83#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/84#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/87#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/88#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/89#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/90#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/91#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/92#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/94#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/94#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/104#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/105#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/106#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/107#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/108#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/109#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/110#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/111#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/112#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/113#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/114#


電
気

出
力

（
グ

ロ
ス

）
炉

型
運

転
期

間
国

廃
止

措
置

完
了

（
予

定
）
時

期
施

設
名

廃
止

措
置

方
式

廃
止

措
置

現
状

15
4

プ
エ

ル
ト

リ
コ

　
ボ

ー
ナ

ス
1
9
6
5
/
0
9
/
0
1
～

1
9
6
8
/
0
6
/
0
1

1
8
 M

W
B

W
R

遮
蔽

隔
離

隔
離

中
（
放

射
能

減
衰

に
1
2
0
年

以
上

）
1
9
7
0
年

完
了

15
5

ラ
ン

チ
ョ

セ
コ

－
１

1
9
7
5
/
0
4
/
1
7
～

1
9
8
9
/
0
6
/
0
7

9
1
7
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

（
IS

F
S
I及

び
L
L
W

貯
蔵

の
み

）
2
0
0
9
年

完
了

15
6

サ
ン

オ
ノ

フ
レ

-
１

1
9
6
8
/
0
1
/
0
1
～

1
9
9
2
/
1
1
/
3
0

4
5
6
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

解
体

完
了

（２
，

３
号

機
と

同
時

に
許

可
終

了
）

2
0
3
0
年

完
了

15
7

サ
ン

オ
ノ

フ
レ

-
２

1
9
8
2
/
0
9
/
2
0
～

2
0
1
3
/
0
6
/
1
2

1
1
2
7
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

P
S
D

A
R

  
（
廃

止
 措

置
計

画
書

）
提

出
2
0
3
4
年

完
了

15
8

サ
ン

オ
ノ

フ
レ

-
３

1
9
8
3
/
0
9
/
2
5
～

2
0
1
3
/
0
6
/
1
3

1
1
2
8
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

P
S
D

A
R

  
（
廃

止
 措

置
計

画
書

）
提

出
2
0
3
4
年

完
了

15
9

シ
ッ

ピ
ン

グ
ポ

ー
ト

1
9
5
7
/
1
2
/
0
2
～

1
9
8
2
/
1
0
/
0
1

6
0
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

1
9
8
9
年

完
了

16
0

シ
ョ

ー
ハ

ム
運

転
せ

ず
に

閉
鎖

8
8
0
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

1
9
9
5
年

完
了

16
1

ス
リ

ー
マ

イ
ル

ア
イ

ラ
ン

ド
－

２
1
9
7
8
/
1
2
/
3
0
～

1
9
7
9
/
0
3
/
2
8

9
5
9
 M

W
P

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

中
（
１

号
機

同
時

解
体

）
2
0
3
6
年

完
了

予
定

16
2

ト
ロ

ー
ジ

ャ
ン

1
9
7
6
/
0
5
/
2
0
～

1
9
9
2
/
1
1
/
0
9

1
1
5
5
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

（
IS

F
S
Iの

み
）

2
0
0
5
年

完
了

16
3

ヤ
ン

キ
ー

ロ
ー

1
9
6
1
/
0
7
/
0
1
～

1
9
9
1
/
1
0
/
0
1

1
8
0
 M

W
P

W
R

即
時

解
体

サ
イ

ト
解

放
済

（
IS

F
S
Iの

み
）

2
0
0
7
年

完
了

16
4

ザ
イ

オ
ン

-
１

1
9
7
3
/
1
2
/
3
1
～

1
9
9
7
/
0
2
/
2
1

1
0
8
5
 M

W
P

W
R

16
5

ザ
イ

オ
ン

-
２

1
9
7
3
/
1
2
/
3
1
～

1
9
9
6
/
0
9
/
1
9

1
0
8
5
 M

W
P

W
R

16
6

サ
ク

ス
ト

ン
1
9
6
7
/
0
3
/
0
1
～

1
9
7
2
/
0
5
/
0
1

3
 M

W
P

W
R

安
全

貯
蔵

サ
イ

ト
解

放
済

2
0
0
5
年

完
了

16
7

キ
ウ

ォ
ー

ニ
ー

1
9
7
4
/
6
/
1
6
～

2
0
1
3
/
0
5
/
0
7

5
9
5
 M

W
P

W
R

安
全

貯
蔵

安
全

貯
蔵

準
備

2
0
7
3
年

完
了

予
定

16
8

バ
ー

モ
ン

ト
ヤ

ン
キ

ー
1
9
7
2
/
0
9
/
2
0
～

2
0
1
4
/
1
2
/
2
9

6
3
5
 M

W
B

W
R

即
時

解
体

即
時

解
体

2
0
2
6
年

完
了

16
9

フ
ォ

ー
ト

カ
ル

ホ
ー

ン
1
9
7
3
/
0
9
/
2
6
～

2
0
1
6
/
1
0
/
2
4

5
1
2
 M

W
P

W
R

安
全

貯
蔵

2
0
1
7
年

初
頭

廃
止

措
置

計
画

書
提

出
2
0
7
6
年

頃
解

体
完

了
17

0
フ

ィ
ッ

ツ
パ

ト
リ

ッ
ク

1
9
8
5
/
0
7
/
2
8
～

2
0
1
7
/
0
1
/
2
7

8
5
1
 M

W
B

W
R

安
全

貯
蔵

不
明

未
定

ド
イ

ツ
グ

ン
ド

レ
ミ

ン
ゲ

ン
(K

R
B

-
B

)
1
9
8
4
/
0
7
/
1
9
～

2
0
1
7
/
末

1
3
4
4
 M

W
B

W
R

未
定

未
定

未
定

ア
メ

リ
カ

即
時

解
体

解
体

中
2
0
2
0
年

完
了

予
定

韓
国

古
里

1,
 2

号
機

（釜
山

市
）（

中
央

日
報

日
本

語
版

H
P
よ

り
）

関
西

電
力

大
飯

発
電

所
1
, 2

号
機

（
日

経
電

子
版

よ
り

)

１
号

２
号

33

http://127.0.0.1:3000/plants/show/114#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/115#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/116#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/117#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/118#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/119#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/121#
http://127.0.0.1:3000/plants/show/122#


 

 

 

総務部  

 

当センターでは、今般、以下のとおり理事会及び評議員会が開催されましたので報告し

ます。 

 

(1) 第 16 回理事会が、平成 29 年 10 月 30

日（月）に決議省略の方法により開催され、

①第 10 回評議員会招集の件（辞任に伴う理

事の選任）について審議され、原案どおり

承認されました。 

 

(2) 第 10 回評議員会が、平成 29 年 11 月 9

日（木）に決議省略の方法により開催され、

渥美法雄理事が選任されました。 

 

(3) 第 17 回理事会が、平成 30 年 1 月 17

日（水）に当センターにおいて開催され、

①基本財産の取り崩し、②役員報酬額の見

直し、③会員に関する規程の改訂について

審議され、①、②については原案どおり、

③については一部修正の上、承認されました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人事異動 

 ○職員 

退任 立地推進部長 石堂 昭夫（平成 30 年 1 月 13 日付） 

  

 

理事会及び評議員会の開催について 

総務部から 
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前報告から平成 30 年 1 月末までの外部機関委員会等への参加者は以下の通りである。 

 

外部機関名 委員会等の名称 参加者氏名 開催日時 

原子力デコミッショ

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会 

（平成29年度第6回） 
澁谷 進 11月22日 

日本原子力学会 

日本原子力学会標準委員会 

基盤・応用・廃炉技術専門部会 

（第46回廃止措置分科会） 

梶谷幹男 12月7日 

原子力デコミッショ

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会 

（平成29年度第7回） 
澁谷 進 12月15日 

文部科学省 
原子力科学技術委員会 

研究施設等廃棄物作業部会（第14回） 
澁谷 進 12月18日 

原子力デコミッショ

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会 

主査会 
澁谷 進 12月22日 

原子力デコミッショ

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会 

（平成29年度第8回） 
澁谷 進 1月19日 

日本原子力学会 第35回LLW放射能評価分科会 泉田龍男 1月30日 

日本原子力学会 

日本原子力学会標準委員会 

基盤・応用・廃炉技術専門部会 

（第47回廃止措置分科会） 

梶谷幹男 2月1日 

 

委員会等参加報告 
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